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は じ め

志木市教育委員会

教育長秋山太蔵

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、都心から 25km圏内の池袋から東武東上

線で20分という交通の利便性に恵まれているため、昭和 40年代以降急激な都市

化の進展と人口増加とともに大小様々な開発が行われてきました。

市内には、市域中央を流れる新河岸川を境に、西側が武蔵野台地と呼ばれる

洪積台地と東側が荒川によって形成された沖積地の自然堤防上に、埋蔵文化財

の包蔵地が現在16か所確認されていますが、近年の多発する開発行為によって、

破壊や消滅の危機にさらされています。

こうした状況の中で、埋蔵文化財を保護、保存していくことは、現代に生き

る私たちに課せられた使命ではなし 1かと考えます。

先人の生活の場であった遺跡は、本来、現状のまま保存することが望ましい

のですが、住宅建設等に伴う土木工事で、止むを得ず現状を変更する場合、教

育委員会では、土地所有者のご協力をいただき、緊急の発掘調査を実施し、そ

の記録保存を図ってきました。

この度、平成 7年度に実施しました個人住宅建設に伴う発掘調査の成果がま

とまり、調査報告書として刊行する運びとなりました。

本書が、市民の皆様の埋蔵文化財に対する認識を深め、また、郷土の歴史研

究のため広く活用されますことを願ってやみません。

おわりに、本書の刊行にあたり 、ご指導ご協力いただきました関係者の皆様

に対し、心から厚くお礼申し上げます。



伊リ

1.本書は、埼玉県志木市内に所在する遺跡群の、平成 7年度の発掘調査報告書である O 

2. 発掘調査及び整理作業は、志木市教育委員会が主体となり 、国庫及び県費の補助金の交付を受

け、平成 7年 4月 1日より平成 8年 3月31日まで実施した。 

3.本書の作成において、執筆は下記のように分担したが、それ以外は尾形則敏が執筆した。編集

は尾形が担当したが、第 8章については佐々木保俊が行った。 なお、朝霞市博物館の野沢 均氏

には中近世の遺物のご教示を、さらに第10章 lは同氏の玉稿を賜った。

第 8章 佐々木保俊


第 3・5章、第  2・4・6・7・9章 第 2節 検出された遺構 深井恵子


4. 城山遺跡第29地点・中野遺跡第41地点の自然科学分析については、下記の方々に依頼 し、その

結果を付編に併載するものである。


西本豊弘(国立歴史民俗博物館) 鈴木茂 (株式会社パレオ・ラボ)


植田弥生(株式会社パレオ ・ラボ) 新山雅広(株式会社パレオ・ラボ)


5. 遺物の実測は、太田敦子・星野恵美子が行い、遺構・造物のトレースは深井が行った。ただし

西原大塚遺跡第34地点の造物については、斑目ちひろが実測を行い、佐々木がトレースを行っ た 

6.本書の遺構 ・遺物の挿図版の指示は、以下のとおりである。 

0挿図版の縮尺は、それぞれに明記した。

。遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。 

Oピット・掘り込み内の数値は、床面もしくは確認面からの深さを示 し、単位はcmである。また

同一遺構内にあるピットでも、おそらく後世のピットと思われるものには、数値を省略した。 

0遺構挿図版中のドットは遺物出土位置を示し、その番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する 

0遺構の略記号は、以下のとおりである。 

J二縄文時代住居跡 Hェ古墳時代 ・平安時代住居跡 D=土坑  M二溝跡  s=集石 

FP=炉穴  P=ピット 

0遺物挿図版中の網点スクリーントーン は基本的に赤彩範囲を示すが、土器番号下に黒彩とある

ものは、黒色土器の黒彩範囲を示す。 

7.調査組織

調査主体者 	 志木市教育委員会(生涯学習課文化財保護係)


教 育 長 秋山 太蔵 


教 育 総 務 部 長 }11目 憲夫 
  

参事兼生涯学習課長 並木 勝司 (~平成 8 年 3 月 31 日)


学生 涯 習 課 長 鈴木 重光 (平成 8 年 4 月 1 日~)

生涯学習課長補佐 尾崎 健市

文化財保護係長 岡本 孝 (~平成 9 年 3 月 31 日)



文化財保護係長 関根正明 (平成 9 年 4 月 1 日~)

文化財保護係主査 佐々木保俊

文化財保護係主任 清水あや子 (平成 8 年 4 月 1 日~)

文化財保護係主任 尾形則敏

文化財保護係主事 今野美香 (~平成 8 年 3 月 31 日)

文化財保護係主事補 藤沢晶子 (~平成 8 年 3 月 31 日退職)

志木市文化財保護委員(5名)

神山健吉(委員長) ・井上国夫(副委員長) ・尾崎征男 ・高橋長治・高橋 豊

8.発掘調査及び整理作業参加者

0西原大塚遺跡第34地点の発掘調査

調査担当者佐々木保俊

発掘調査員内野美津江

発掘・整理協力員 足立裕子・阿部公子 ・岩森 都・海野ひとみ・大平裕子・大野涼子・

岸田純一 ・木村千枝子・熊谷秀子・佐々木志野・鈴木百合香 ・須藤京子・高倉光代 ・

高橋恭子・塚田和枝・渡嘉敷千代子・永井真理 ・中村マキ子 ・二階堂美知子・松川光一・

総崎陽子・宮川幸佳・東浦久美子・広沢奈津子・藤森 栄・古田トシ子・斑目ちひろ・

宮川幸佳・油橋由美・森 文子 ・吉谷顕子

0城山追跡第29・32地点因子山遺跡第39・41・42地点中道追跡第36・37地点中野遺跡第41

地点の発掘調査

調査担当者尾形則敏

発掘調査員深井恵子

発掘・整理協力員 太田敦子・鎌本あけみ・高田美智子・星野恵美子 ・松浦恵子・丸山恵美子

9. 各遺跡の発掘調査及び整理作業 ・報告書作成には、以下の諸機関 ・諸氏のご教示・ご援助を賜っ

た。 記して感謝する次第である(敬称略)。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課 ・崎玉県立博物館・埼玉県立歴史資料館・埼玉県立さき

たま資料館 ・志木市立郷土資料館・志木市立志木第三小学校・志木市立宗岡小学校

浅野晴樹 ・麻生優 ・荒井幹夫・石井寛 ・飯田充晴 ・井上洋一・上田 寛・梅沢太久夫・

江原 11国・岡田威夫 ・岡本東三 ・加藤秀之 ・片平雅俊・隈本健介・栗島義明・小出輝雄・

肥沼正和・小滝 勉 ・小島清一 ・小宮恒雄 ・笹森健一・斯波 治 ・白石浩之・実川順一・

鈴木一郎 ・鈴木加津子 ・鈴木正博・鈴木重信・高橋 学・田代 隆 ・田中英司・田中広明・

照林敏郎・中島岐視生 ・並木 隆・4艮本 靖・野沢均・早坂康人・腐回吉三郎・藤波啓容・

牧田 忍 ・松本 完・松本富雄・柳井章宏・山田尚友 ・和田晋治・渡辺邦仁

城山追跡第29地点 (開発主体者 個人) 城山遺跡第32地点(開発主体者 個人)

因子山追跡第39地点(開発主体者 個人) 中道遺跡第36地点(開発主体者 個人)

因子山遺跡第41地点(開発主体者 個人) 中道遺跡第37地点(開発主体者 個人)

因子山遺跡第42地点(開発主体者 個人) 西原大塚遺跡第34地点(開発主体者 個人)

中野遺跡第41地点 (開発主体者 個人)
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第� 1章平成�  7年度調査成果の概要

第� 1節調査に至る経過

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、市域はおおよそ南北� 4.7km、東西4.7kmの広がりをもち、面

積は9.06k近、人口� 6万4千の自然、と文化の調和する都市である。

地理的景観を眺めて見ると、市域東部の宗岡地区は、荒川(旧入間川)の形成 した沖積低地が拡

がり、市域西部の本町・柏町・幸町地区は、古多摩川によって形成された武蔵野台地の上にある。

また、街には市域東部に荒川、市域の中央に古くは舟運で利用された新河岸川、そ して市域西部か

ら中央の新河岸川に合流する柳瀬川の� 3本の川が流れ、恵みを与えている。

こうした自然環境の中で、西原大塚遺跡をはじめ市域の大部分の遺跡は、柳瀬川・新河岸川右岸

流域の台地縁辺部に帯状に存在している。

当市は、都心から� 25km圏内に位置し、東武東上線志木駅一池袋聞を急行で� 20分という交通の便に

恵まれ、都心近郊のベッドタウンとして発展してきた。近年の都市化に伴い、 各種の開発行為も増� 

25，000rrf 

- 発掘調査件数
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大してきたが、とりわけ住宅建設の占める割合が高く 開発による遺跡破壊が進行する状況にある。

また、遺跡の集中する本町 ・柏町 ・幸町地区は都市化の最も進展する地域になっているこ とも遺跡

破壊の事態を一層大きくしていると言える。

こうした状況の中、志木市教育委員会では文化財行政を進めてい くために、埋蔵文化財を保護 ・

保存していくことが重要な課題となっている。 しか しながら、開発により遺跡の現状保存が困難な

状況であり、記録保存という処置によって対処しているのが現状であ る。

第 1図は、志木市における発掘調査件数および面積の推移を表 したものである O 志木市では、 19 

73 (昭和48)年に第 1回の発掘調査が実施された。そして以後、 1982(昭和57)年まで志木市史編さ

ん事業に伴う発掘調査が単発に実施されていた。 1983(昭和 58)年には、初めて志木市において遺

跡調査会が組織され、 1985 (昭和 60)年には城山追跡第 l地点の調査が志木市遺跡調査会により実

施された。この調査は、市内における発掘調査体制の本格的組織化の契機とな り、以降志木市の埋

蔵文化財保護を推進する上で大きな転換となったと言える。

また、当市における開発行為、特に住宅建設については小規模のものが多 く、 こうした小規模の

開発にも対応することも必要があった。 しかし、小規模な開発の当事者が個人で、その個人が専用

に使用する住宅の建設についての記録保存の実施については、費用の負担など記録保存を進める上

で困難な点が多かった。そのため、 1987(昭和62)年からは、国 ・県よ りの補助金の交付を受け、 志

木市教育委員会を主体とした発掘調査を開始し、こうした事態に対応してきている O さらに、民間

・公共事業を問わず確認調査については、すべて公費で対応し、開発事業者の負担軽減と埋蔵文化

財包蔵地の詳細な分布状況の把握を積極的に進めている。第 1図で発掘調査件数及び面積が、 1987

(昭和62)年以降急激に増加しているのは以上の理由によ る。

最近では、昭和 40年前後の人口増加が始まった頃に建設された個人住宅の建て替え も多くなって

きており、 平成 2年度以来、個人住宅建設に伴う調査件数が増加してきている O

平成 7年度は、 34地点の調査(確認調査 31地点、立会い調査 1地点、前年度からの継続調査 2地

点)を実施 した。そのうち、志木市教育委員会が実施した発掘調査は 8地点で、志木市遺跡調査会

が実施した発掘調査は 5地点である。

工事内容の内訳件数は、個人専用住宅 24件 (兼倉庫建設 1件を含む)、共同住宅 5件、 倉庫建設 

2件、分譲住宅 2件、区画整理事業 1件である。
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第� 2節 平成� 7年度の調査成果

番号 調 査 地 点 所 在地 面積� rrf 調査期間 備 矛d壬

西原大塚遺跡

(区画整理事業)
幸町3丁目� 3，371.00 

平成7年4月
3日~平成
8年3月28日� 

平成� 5年度からの継続事業

発掘調査は志木市追跡調査会が実施� 

2 
城 山 遺 跡

第� 27地 点� 

柏町3丁目� 

2655-6のー部� 
371.52 

2月27日~ 平成� 6年度からの継続事業

4月28日 発掘調査は志木市遺跡調査会が実施� 

3 
城 山 遺 跡

第� 29地 点� 

相町� 3丁目� 

2618-15他� 
146.41 

4月11日~ 確認調査は4月� 5日に実施

4月28日 後述第2章参照� 

4 
中 野遺跡

第� 38地 点� 

柏町� 1丁目� 

1512-1 
46.36 4月20日 遺構 ・追物は検出されなかった

5 
因子山遺 跡

第� 38地 点� 

本町� 2丁目� 

1734-11・43 
68.17 4月21日 追構 ・造物は検出されなかった

6 
城 山遺跡

第� 30地 点� 

柏町� 3丁目� 

2604-1 
200.85 4月24日 遺構 ・遺物は検出されなかった

7 
因子 山遺 跡

第� 39地点�  

本町3丁目� 

1816-5 
154.12 

5月16日~ 確認調査は� 5月9日に実施

5月31日 後述第4章参照� 

8 
氷川前 遺 跡

第� 6地点�  

柏町� 4丁目� 

2687-65 
100.86 5月25日 遺構 ・造物は検出されなかった

9 
中道追 跡

第� 36地 点� 

柏町5丁目� 

2994-1他� 
179.51 

6月2日~ 確認調査は5月31日に実施

6月21日 後述第6章参照、� 

10 
城山 遺跡

第� 31地 点� 

柏町3丁目� 

2604-1 
164.27 6月� 6日 遺構 ・遺物は検出されなかった

11 本 町� 4丁 目
本町4丁目� 

1143-102 
97.97 6月15日 遺構 ・遺物は検出されなかった� 

12 本 町� 4丁 目
本町4丁目� 

1949-24 
413.00 7月� 4日 遺構 ・造物は検出されなかった� 

13 
富士前遺跡

第� 14地 点� 

本町� 3丁目� 

1853-23 
140.15 7月25日 遺構 ・造物は検出されなかった

14 
因子 山遺 跡

第� 40地 点� 

本町� 2丁目� 

1689-5 
77.84 7月26日 造構 ・造物は検出されなかった

15 
中 道追 跡

第� 37地点�  

柏町4丁目� 

2671-8 
154.44 

8月7日~ 確認調査は8月� 3日に実施

9月� 6臼 後述第7章参照� 

16 
西原大塚遺跡

第� 34地 点� 

幸町3丁目� 

3233他� 
317.00 

8月4日~

8月29日� 
後述 第� 8章参照

17 
中野 遺 跡

第四 地 点� 

柏町� 1丁目� 

1474-1の一部
173.05 8月7日 追構 ・造物は検出されなかった
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多番号 調査地 点 所在地 面積� rrf 調査期間 備 呈J

18 本町� 4丁目
本町4丁目� 

285.54 
平成� 7年

遺構・遺物は検出されなか った� 
日8月8-11110 

因子 山遺跡 本町2丁目
 
19 

第� 41地 点� 1744-2の一部� 
55.80 

8月28日~ 確認調査は� 8月22日に実施


20 
因子 山遺跡 本町2丁目� 

55.80 
9月4日 後述第5章参照 
  

第� 42地 点 �  1744-2の一部� 

21 
因子山追跡 本町2丁目� 

185.25 8月30日 遺構・遺物は検出されなかった
第� 43地 点 �  17184-

1716644 遺構・遺物は検出されなかった他第 地点�  -

5-

馬 場遺 跡 �  
22 

第� l 地 点� 1940 
995.84 9月11日 遺構・遺物は検出されなか った

中 野 遺 跡 柏町� 1丁目� 9月18日~ 確認調査は� 9月12日に実施� 
23 

第� 40地 点� 1507-1・4他
1，903.18 平成� 

1月� 
8年
26日� 発掘調査は志木市遺跡調査会が実施� 

24 
田子 山遺跡 本町2丁目� 

82.68 
立会い調査は10月17日に実施

中 野遺 跡 柏町� 1丁目� 10月27日~ 確認調査は10月26日に実施

25 

第� 41地 点 �  1518-4 
235.63 

11月13日 後 述 第9章参照 
  

26 
城山 遺 跡 柏町3丁目� 

59.62 11月15日
確認調査は11月14日に実施


第� 32地 点 �  1137-1他 後 述 第3章参照 
  

中 野 遺 跡 柏町 l丁目� 
27 

第� 42地 点 �  1475-1 
1，283.51 11月29日 遺構・遺物は検出されなか った

中 道遺 跡 柏町5丁目 平成� 8年 確認調査は12月8日に実施� 
28 1，019.82 3月14日~

第� 38地 点 �  2950-1・35 5月7日� 発掘調査は志木市遺跡調査会が実施� 

29 
中 道遺跡 柏町5丁目� 

1，209.91 
2月6日;1確認調査は叩日に実施

第� 39地 点� 2946-1・2 3月12日 発掘調査は志木市遺跡調査会が実施� 

新 邸遺 跡 柏町5丁目� 平成7年
30 

第� 6 地 点� 2931
80.24 

12月14日� 
遺構・遺物は検出されなかった

本町4丁目� 
31 本町� 4丁 目

1949-38 
139.50 12月25日 遺構・遺物は検出されなか った� 

32 
田子 山 遺跡 本町2丁目� 

128.50 
平成� 8年

遺構・遺物は検出されなか った
第� 45地 点� 1683-14 2月6日
 

本町5丁目
 
33 本町� 4丁 目

1145-25の一部� 
174.74 2月14日 遺構・遺物は検出されなか った� 

34 
市 場遺 跡 本町1丁目� 

71.36 2月14日 遺構・遺物は検出されなか った
〕第� 18地 点� 1583の一部

メ亡ヨ入 14，143.44言十� 

http:293180.24
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第 2章城山遺跡第29地点の調査

第 1節遺跡の概要

(1)立地と環境

城山遺跡は、志木市柏町 3丁目を中心とする追跡で、柳瀬川流域右岸の台地縁辺部に立地する。

追跡から北西方向には柳瀬川によって開析された沖積低地を臨むことがで、き、遺跡の標高は約 12m、

低地との比高差は約 5mをiIJる。Jl

柳瀬川流域に分布する追跡は、所沢市、 三芳町、富士見市などにも数多く存在することが知られ

ているが、市内では他に西原大塚遺跡、新邸遺跡、中道遺跡、城山遺跡、中野遺跡が挙げられる。

こうした遺跡は、中野遺跡を除き同じ地続き上に立地 しており、言わば一つの遺跡群として捉えて

もよさそうである。今後、地域研究の一環として、遺跡間との総合的な調査 ・研究が要求されよう。

また、遺跡の現況は、宅地化が急激に進行しており、畑地を僅かに残す程度となっている。

本遺跡は、昭和 49年に第 1回日の発掘調査が実施され、以後の調査により、縄文時代前・中期、

弥生時代後期、古墳時代前・中 ・後期、平安時代の集落跡、中世の城館跡であることが判明してい

る。

第 3図周辺の地形と調査地点(1/5000) 
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(2)発掘調査の経過

確認調査は、平成� 7年� 4月5日に実施した。調査

区長軸方向に� 2本のトレンチを設定し、パックホー

を使用し表土を剥ぐ。同時に遺構確認作業を行った

結果、調査区域内ほぼ全面から住居跡・溝跡と考え

られる遺構が確認された。そのため、発掘調査にあ

たり、調査区域内に残土置場を確保する ことは不可

能と判断し、� 11日からは、調査区北半部分の表土剥

ぎと同時に残土の搬出作業を開始した。� 

13日には併行して人員導入による細部の遺構確認

作業と調査区域内の整備を開始する。 しかし、調査

区のほぼ全面に遺構が分布 している とはいえ、当面

の残土は調査区域内に置かざるを得ない ことから、� 

17日には、調査区南端部分を残土置場として確保す

るため、 まずその部分の調査を先行して終了させる

ことにした。 そして、� 116- 120号土坑の精査及び

写真撮影・実測をその日のうちにすべて終了させ、 5m 

狭小ながら当面の残土置場に当てることにした。� 
第� 4図 遺構分布図� (1/ 200)

18日、調査区北半部分の調査を開始した。その結� 

果、調査区域内には縄文時代早期後葉の士坑� 024D) 1基、古墳時代後期の住居跡� 008・123H) 

2軒、平安時代住居跡� 024H) 1軒、そして、中 ・近世の土坑11基、溝跡� (29M) 1本、 ピッ ト

群が分布していることが判明した。

特に注目すべきは、馬の埋葬施設が発見されたことである。� 127号土坑� (127D) からは、馬の

骨(上半部を欠損)が横臥した状態で検出され、その直上からは板碑が、そして下部か らは広い範

囲で炭化種子が出土した。� 

24日には、第� 2回目の残土搬出作業を行う� O 

28日には、すべての遺構の写真撮影 ・実測を終了し、� 5月� l日か らは埋め戻 し作業を開始、 翌� 2

日には完了した。これにより、すべての調査を完了する。

第� 2節検出された遺構と遺物

(1)住居跡
 

123号住居跡(第� 5図)


[住居構造]東側は調査区域外にあるものと思われる。(平面形)長方形か。(規模)不明x3.45m。

(壁高)24-31cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)確認できる範囲では全周する。上幅� 14-

20cm・下幅� 6-9 cm・深さ� 8-11cmを測る。(床面)中央部分及び壁際を除いて、硬化した床面が
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1層 ローム粒子を含む黒褐色士
(後世のピ y 卜)� 

2層ローム粒子焼土粒子を含む

可卜r 
MM6

→町一ζ7� ア
7¥  
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第� 6図 123号住居跡出土造物� 0/4)
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第� 5図� 123号住居跡� 0/60) 

ち7.

いD.


明茶褐色土
ローム粒子を多く含む明茶褐色土
ローム粒子を僅かに含羽音茶褐色士
ローム粒子を含む明茶褐色土
ローム粒子 ・焼土粒子を含む
日音茶褐色土� 
ローム粒子を含む明茶褐色土� 
ローム粒子・焼土粒子・炭化物
粒子を含む黒褐色土
ローム粒子 ーローム小プロソ
クを多〈含む暗黄褐色土
ローム粒子・ローム小ブロッ
クを多く含む暗黄褐色土
ロームプロック
ローム粒子・ローム小プロッ
クを多〈含む暗黄褐色土

2m 
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確認された。(柱穴)検出されたピットは後世のものと考えられる o (覆土) 12層に分層され、レン

ズ状の堆積状態を示す。

[遺物]床直及び覆土中から、土器、土製支脚が出土した。

[時期]古墳時代後期。 

123号住居跡出土遺物(第 6図)


須恵器杯形土器(1)


口唇部は丸く、受部端は弱 L、沈線が回る。受部と口縁部の境はやや強い沈線が回る。口縁部は一


部成形により扶られている O 底部は回転へラ削り調整が施される。住居中央からやや西壁寄りの床

面上約25cm浮いた覆土中からの出土である。小破片。

土師器杯形土器(2 ) 

器高4.5cm、口径12.3cm、底径8.0cm。口縁部内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削

り後、指頭押捺が施される。内面には一部煤の付着が見られる。南壁近くの床面上の出土で完形で

ある。

土師器甑形土器(3) 

単孔式のものである。底部穿孔径4.7cmを測る。内面は横方向へラナデ、外面は縦方向(下→上)

のへラ削り。覆土中からの出土で、胴部下半から底部を 1/3程追存する。

土師器蓋形土器 (4- 8) 

4は口縁部が大きく外反し、口唇部は折り返し状に丸くめくれている。 JI台上中に金雲母を含む。

口縁部内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は縦方向のへラ削り。覆土中の出土で、口縁部か

ら胴部上半を 1/4程遠存する。 

5は口縁部が外傾する。口縁部内外面横ナデ、以下内面は横方向のへラナデ、外面は横方向のへ

ラ削り。覆土中の出土で、口縁部から胴部上半を 1/4程遠存する。 

6は口縁部が弓状に大きく外反する。口縁部内外面横ナデ、以下内面は横方向のへラナデ、外面

は縦方向のへラ削り。覆土中の出土で、口縁部から胴部上半を 1/4程遺存する。 

7は底部に木葉痕を残す。内面は横方向のへラナデ、外面は縦方向のへラ削り後、細長い磨きが

粗く施される。住居南東コーナー討近の床面上の出土で、胴部中位以下を2/3程遺存する。 

8は丸聾である。内面は横方向のへラナデ、外面はへラ削り後、へラナデ(磨き的)が粗く施され

る。住居北西コーナーの床面上約15cm浮いた覆土中からの出ヒで、胴部中位以下を2/3程遺存する。

土製品(9 ) 

支脚である。大部分が欠損している。断面はやや不整形であるが、一辺 7cmの方形状を呈する。

中心には直径0.8cmの孔が聞いている。 

124号住居跡(第 7図)

[住居構造] 29号溝跡に切られる。(平面形)正方形。(規模) 2.56X2.34mo (壁高)10-15cmを測

り、ほぼ垂直に立ち上がる。(床面)全体的に軟弱である。(カマド)北壁中央よりやや東に位置し、

方位は N-180 
- E。長さ 80cm.幅43cm・墜への掘り込み55cmを視トる。 29号祷跡により大部分岐壊
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29 M 

。� 

1眉焼土粒子・焼土小プロックを事〈 、粘土粒子・ 炭
化物粒子を含む暗赤褐色土� 

2膚 ローム粒子 ・焼土粒子・粘土粒子 ・炭化物粒子を
含む暗茶褐色士� 

3層 ローム組子焼土粒子炭化物粒子を宮む暗茶褐色土� 
4層 ローム粒子・ローム小プロックを多〈、炭化物粒

子を含む暗黄褐色土� 
5層 粘土プ口� γク� 
6層 ローム粒子 ・焼土粒子 ・粘土粒子 ・炭化槻立子を

富む明茶褐色土� 
7層 ローム粒子を含む暗茶褐色土� 
B層 口 ム粒子・口 ム小フロッタを含む暗黄褐色土� 

，41LJ珊� 

2m 

第� 7図� 124号住居跡� 0/60) 

されているので詳細は不明である。(柱穴)検出されなかっ た。 (覆土) 4層に分層され、レンズ状

の堆積状態を示す。

[遺物]覆土中から土器小破片が出土 したが、実測できるものはなかった。

[時期]平安時代。 

( 2 )土坑
 

116号土坑(第� 8図)


[構造]ピットは後世のものである。 (平面形)不整形。� (規模)1.12xO.9 IIlo (長軸方位) N -460 

Eo (深さ) 19cm。坑底はほぼ平坦である。 (覆土)ローム粒子 ・焼士粒子 ・炭化物粒子を含む黒褐

色土を基調とする。

[遺物]出土しなかった。


[時期]覆土の状態から中 ・近世の所産のものであろう。
 

117号土坑� (第� 8図)

[構造]ピットは後世のものである。(平面形〕長楕円形。(規模)� 2.09xO.82mo (長軸方位) N 

780 
- Wo (深さ)10cm前後を測る。坑底はほぼ平坦で、断面皿状を呈する。(覆土) ローム粒子・

炭化物粒子を含む暗褐色土を基調とする。� 

[遺物]出土しなかった。
 

[時期]覆土の状態から中 ・近世の所産のものであろう。
 

118号土坑(第� 8図)
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[構造]ピ ットは後世のものである。 (平面形)長方形。(規模)� 1.53 x 0.98mo (長軸方位) N 

17 Wo (深さ)22cm前後を痴ほ〉。坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(覆士) 4層に分0 
-

層され、 レンズ状の堆積状態を示す。� 

[時期]近世か。� 

118号土坑出土遺物(図版� 3-2-1・2) 

1は瀬戸の灰軸皿の口縁部小破片であ る。軸の色調は淡緑色を呈する。時期は15世紀であろ う。� 

2は素焼土器の口縁部小破片で、ある。色調は燈色を呈する。 ロクロ成形。外面には一部へラ状工

具により削られた部分がある。時期は18世紀であろう。� 

119号土坑(第� 8図)

[構造] ピッ トは後世のものである。� (平面形)長方形。(規模) 1.06 x 0.59mo (長軸方位) N-

5 Eo (深さ)18-20cmを測る。坑底は東側が僅かに深く、壁は西側を除いて緩やかに立ち上が0
-

る。(覆土) ローム粒子を含む暗褐色土を基調とする。

[遺物]出土しなかった。

[時期]覆土の状態から中 ・近世の所産のものであろ う。� 

120号土坑(第� 8図)

[構造]ピ ット は後世の ものである。(平面形)楕円形。(規模) 0.91 X 0.68mo (長軸方位) E。� 

(深さ)16-30cm。坑底は東側が深く、壁は急斜に立ち上がる。(覆土)ローム粒子 ・炭化物粒子を

僅かに含む暗茶褐色士を基調とする。

[遺物]出土しなかっ た。

[時期]覆土の状態から中・近世の所産のものであろ う。� 

121号土坑(第� 8図)

[構造]29号溝跡 ・124号土坑を切る。 (平面形)長方形。(規模)2.24xO.6mo (長軸方位)N-750 
-

Wo (深さ)14-20cm。坑底はほぼ平坦で、断面形は皿状を呈する。� (覆士)ローム粒子・ロームブ

ロックを含む暗褐色土を基調とする。� 

[時期]中世か。� 

121号土坑出土遺物(図版� 3-2-3) 

3は瀬戸のあめ軸皿である。粕の色調は茶色を呈する。内面に文様あり。時期は14世紀か。29M

(図版� 3-4-1)と同一個体である。� 

122号土坑(第� 8図) 

0[構造]29号土坑を切る。(平面形)長方形。(規模)2.59 x 0.85mo (長軸方位) N-75-W。

(深さ)15cm前後を測る。坑底は平坦で、断面形は皿状を呈する。(覆土) ローム粒子 ・ロ ーム小フ

ロックを含む暗褐色土を基調とする。
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ミベ� 
1層 ローム粒子・ローム小ブロッ クを多〈

含む暗褐色土� 
2層 ローム粒子を僅かに含む黒褐色土� 
3層 ローム粒子 ・ローム小プロ ックを含む
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2層 ローム粒子を含む暗茶褐色土� 
(3層よりやや暗色)� 

3層 ローム粒子を含む明茶褐色土� 

123号土坑� 

125号土坑

第� 8図土坑(1/ 60) 
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[時期]近世。
 

122号土坑出土遺物(図版� 3-2-4・5)
 

4は青磁碗である。 小破片のため、 産地については不明である。時期は� 18世紀以後であるO
 

5は肥前系の染付け碗か。時期は� 18世紀中頃であろ う� 小破片のため、詳細は不明である。
 O

123号土坑 (第 8図)

[構造]� 108号住居跡を切る。西側部分が調査区域外にあ り、詳細は不明であ る。(平面形)不明。

(規模)不明 x 1.10mo C深さ)� 24cm前後を測る。(覆土) 3層に分層される。� 

[時期]近世。� 

123号土坑出土遺物(図版� 3-2-6) 

6は瀬戸の灰粕鉢の口縁部小破片である� O 粕の色調は淡黄褐色を呈する。時期は18世紀以後であ

る。� 

124号土坑(第� 9図) 

[構造]� 121号土坑に切 られる� o C平面形)楕円形。(規模) 2.40X2.17moC長軸方位)� N-130 -Wo 

(深さ)50~55cmを測る。 (覆土) 9層に分層さ れる。

[時期]縄文時代早期後葉。
 

124号土坑出土遺物� (第14図1)


縄文時代早期後葉の条痕文系土器の小破片で、ある。覆土中には繊維を含む。
 

125号土坑 (第 8図)


[構造] 29号土坑を切ると思われる。 (平面形)不整形。 (規模) 2.22 X 1.28mo C長軸方位)� N 


l層 ローム粒子を多 く、 炭化物粒子を僅かに含む
日音茶褐色土� 

2層 ローム粒子を多く含む明茶褐色土� 
3層 ローム粒子を多く、ローム小プロックを 含 む� 

H音黄褐色土� 
4層 ローム粒子を多 く、炭化物粒子を僅かに含む

明茶褐色土� 
5層 ローム粒子 ローム小プロックを含む暗茶褐色土� 
6層 ローム粒子 ロームノトブロックを含む暗茶褐色土� 

( 5層より暗色)� 
7層 ロームプロック
長層 ローム粒子 ローム小ブロックを多く含む靖黄褐色ヰ� 
9層 ローム粒子・ ローム小ブロ ックを多 く含む黄伺色土� 

"Ll....s"， 

2m 

第� 9図� 124号土坑� 0/60) 
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0 
-75 Wo (深さ) 50cm前後を測る。坑底は平坦である。(覆土)ロ ーム粒子 ・ローム小ブロッ クを

含む黒褐色土を基調とする O

[時期]近世。 

125号土坑出土遺物 (図版 3-3-7・8) 

7は素焼土器の口縁部小破片である。ロク ロ成形である。時期は近世であろう。 

8は瀬戸系の天目茶碗の底部破片である。削り出し高台。時期は 17世紀-18世紀であろう。 

126号土坑(第10図) 

[構造] 127号土坑を切る。 西側部分が調査区域外にあり、詳細は不明である。(平面形)長方形か。 

(規模)不明 x3.47mo (深さ) 30-38cmを測る。(覆土) 127号土坑の覆土上層に貼床状の 9層を施

すが、基本的には 5眉に分層される。

[時期] 中世。 

1 2 6号土坑出土遺物 (図版 3 ふ9~12) 

9は瓦器の口縁部小破片である。ほうろくか。胎土には石英を含む。色調は内外面黒色を呈する。

調整はロクロナデが施される。 

10は素焼土器の底部破片である O ロクロ成形。底部には回転糸切り痕を残す。時期は 15世紀-16

世紀であろ う。 

11は青磁碗である。小破片のため、詳細は不明である。 

12は瀬戸の徳利である。小破片のため、 詳細は不明である。 

127号土坑(第10図)

[構造]126号土坑に切られる。(平面形)隅円長方形か。(規模)不明 x2.19mo (長軸方位) N-

7 Eo (深さ) 50cm前後を測る。(ピット)確認されたピットは、後世のものと考えられる。(馬0
-

骨の出土状態)横臥した状態で検出された。頭部および上半部は、おそらく 126号土坑の構築の際

に失われたものと考えられる。馬骨の周囲を観察すると、直上には板碑が表面を上にして出土して

おり、下部からは広い範囲.で炭化物が検出されている。また、焼土が下腿骨の近くから検出されて

いる。(覆土) 10-15層が相当する。

[時期]中世。 

127号土坑出土遺物(第11図、図版 3ふ 13)

第11図 lは板碑の破片である。いわゆる「青石塔婆」と呼ばれるもので、石質は緑泥片岩である。

長さ 34.6cm、幅21.0cm、厚さ 3.0cm。二条線と主尊種子が残り、主尊種子は異字体キリーク(阿弥陀

如来)である。馬骨の直上からの出土である。 

2は素焼土器である。器高2.8cm、口径11.2cm、底径6.0cm。底部には回転糸切り痕を残す。色調

は淡黄褐色を呈し、胎土には茶褐色パミス・砂粒を含む。覆土中の出土で、時期は16世紀代である。

図版 3-3-13は素焼土器の小破片である。ロクロ成形され、底部には回転糸切り痕を残す。色調

は淡檀色を呈する。胎土は精錬されており、細砂粒を僅かに含む。



本デグ

時~oo 
O 

、こ〉

~ 


，、

匿翻炭化物出土範囲� 

一一~ 

A ll.....同� 

_Lーー一一一一� 一一工一一ι

.， 

| 
| 

7膚 ローム粒子 ーローム小プロックを多〈含む
明茶褐色土� 

8層 ローム粒子ローム小プロックを含む黒褐色土� 
9層 ローム粒子 ローム小プロックを多く含む

黄褐色土
1O!面 ローム粒子を多〈 含む暗黄褐色士� 
11層 ローム粒子ローム小ブロ ックを多〈含む� 

暗黄褐色土� 
12曜 日ーム粒子を僅かに含む黒褐色土� )127D 
13層焼土� | 
14層 ローム粒子ローム小プロソク焼士粒子� | 

炭化物粒子を含む黒色土� | 
15膚 ロームプロ� γク j 

l膚 表土� 
2層 ローム粒子ローム小プロックを含む暗褐色土

(後世のピット) 
3層 ローム粒子を含む暗茶褐色士(29M覆土)� 
4層 ローム粒子を含む暗茶褐色土� 
5膚 ローム粒子・ローム小プロックを多く含む

明茶褐色土� ~ 126D 
6膚 ローム粒子ローム小プロックを含む暗茶褐色土� 

自
国画面ーー直面画

1m 

第10図� 126・127号土坑(1/30) 

1 
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10crnご二一一ノ て己~ 。� 

第11図� 127号土坑出土遺物(1/4) 

(3 )溝跡 

29号溝跡(第� 4図)

[構造]N -17 Eの走行角度をもっ。北側は調査区域外に延びるものと思われ、南側は126・0 
-

127号土坑を切っているがその先は不明である。また、途中で東側へほぼ直角に枝分かれす る箇所

では125号土坑に切られ、その先は� 5m程で止まっている。確認できる範囲での長さ は13m、上幅� 

90~185cm、 下幅17~85cm、深さ 12~24cmを測る 。 断面形は丸い皿状を呈する。(覆土) 上層は ロ ー

ム粒子を僅かに含む暗茶褐色土、中層はロー ム粒子を含む黒褐色土、下層は ローム粒子・ ローム小

ブロックを多く含む暗黄褐色土を基調とする。

[時期]近世。� 

29号溝跡出土遺物(図版� 3- 5)4・� 

lは瀬戸のあめ軸皿の小破片で、ある。 軸の色調は茶色を呈する。内面に文様あり。時期は14世紀

か。121D(図版 3-2-3)と同一個体である。� 

2は瀬戸のあめ軸徳利か。柚の色調は薄茶色を呈する。小破片のため、 詳細不明である� 

3・4は志野紬皿の底部小破片で、同一個体の可能性があ る。 削り 出し高台。時期は17世紀前半

である。� 

5 は灰軸大皿の底部小破片であ る 。 中国製か。時期は 13世紀~14世紀であろう 。
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6は志野粕皿の底部小破片である。 削り出し高台。器面全体に被熱痕がある。時期は� 17世紀中頃

であろう� O 

7は瀬戸の灰軸鉢と思われる� O 柏の色調は淡黄褐色を呈する。時期については中世の可能性があ

るが、小破片のため、詳細は不明である。� 

8は瀬戸の灰軸壷の小破片である。粕の色調は淡黄褐色を呈する。時期については中世の司能性

があるが、小破片のため、詳細は不明である� O 

9は鉄粕徳利である。 小破片のため、 産地については不明である。時期は� 18世紀以後であろ う。� 

10は聾あるいは徳利の底部小破片である。 削り出し高台。胎土には小石 ・砂粒を含む。小破片の

ため、産地については不明である。時期は� 18世紀以後であろ う� O 

11は瀬戸系の揺鉢であ る。内面には縦方向に櫛目が施される。時期は� 18世紀以後であろ う。� 

12'" 14は素焼土器である。� 12は口縁部から底部にかけての破片であ る。ロクロ成形さ れ、 底部に

は回転糸切り痕を残す。時期は� 18世紀中頃であろう。� 13は口縁部から底部にかけての彼片であ る。

ロ クロ成形され、 底部に は回転糸切り痕を残す。時期は17世紀~18世紀であろ う 。 14 は底部破片で

ある。ロクロ成形され、 底部には回転糸切り痕を残す。 時期は� 16世紀'"� 17世紀であろう。� 

15は五器の小破片である。 小破片のため、詳細は不明であるが、ほうろ くあるいは手培りか。� 

16・17は肥前系碗の小破片である。小破片のため、詳細は不明であるが、� 16の時期は� 18世紀中頃

であろう。� 

(4 )ピット群(第12図)


調査区域内からは、多数のピットが検出された。


ここでは、 これらの時期の特定でき ないピットを一

括してピット群として扱い、特に造物を伴うものに
\~メ

ついてのみ、ピット番号を付けること にした。遺物 又~イ
を出土したピットは、全部で� 13本である。出土遺物

としては、特に� 9号ピットから、弥生時代から古墳 三三二イ� 
時代にかけてのガラス小玉が� 1点出土したが、その

5他は陶・磁器小片、碁石、古銭などの近世以降に比

定される遺物である。おそらく 、その他も含め大部 DAGb 
2. 1. こコc分のピットが近世以降の所産のものと考えられる。 I号ピヮ ト� 2号ピッ ト� 3. 3号 ピシト� 

4. 4号 ピ� y 卜� 5. 5号ピッ卜

ピット群出土遺物(第12. 13図、図版� 3-6・7、
温ーー画面ーーーーーーー偏面回第� 1・2表)

ピット群からは、ガラス小玉� 1点、砥石� 2点、陶 第12図 ピット群出土造物� 10/4) 

・磁器� 7点、古銭� 5枚、碁石� 1点が出土した。� 
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第13図 ピy ト群出土造物� 2 (4/5) 

番号 遺構 名 遺 物 法 量� (cm) ・調整 及び特徴 出土状況

器局1.4，口径7.7，底径4.3。ロクロ成形され、底部には回転糸
第12図� 1 1号ピッ ト 土師質土器 切り痕を残す。ロク ロ回転は右回転で、時期は19世紀であろう。 覆土中

口縁部の� 2箇所に油煙の付着あり、遺存度は4/5以上である。

器局は1.6，推定口径9.2，底径4.9。ロクロ成形され、底部には� 
212号 ピット 土師質土器 回転糸切り痕を残す。ロクロ回転は右回転で、時期は19世紀で 覆土中

あろう。 遺存度は2/3程であ る。

器両は1.9，推定口径9.5，底径5.4。ロクロ成形され、底部には� 

3 3号ピソ卜 土師質土器
回転糸切り痕を残す。 ロクロ回転は右回転で、時期は15世紀で

覆土中
あろう。� 1・2の土器に比べ、厚手である。 遺存度は1/2程で
ある。� 

414号ピット 石製 品
砥石である。長さ� 12.4，幅2.5。断面はほぼ方形を呈 し、� 4面

覆土中
すべての面を使用 している。完形である。� 

5' 5号ピット 石 製 品
砥石である。� 4のものとほぼ同形になると恩われるが、大きさ

覆土中
はやや大形になる。大部分が破損している。� 

碁石の小破片であろ うか。 よく磨かれ、丁寧に作られている。
覆士中

である。5g重さ は1.
品1J製卜y号ピ1411図13第

ガラス小玉である。長さ0. ， 085，幅0.7，干し径0.15重さは0.5g
12 9号ピット ガラス製品

色調はコバルトブルー、 完形である。 覆土中

図版3-6 
ー1

8号 ピット 磁 器 肥前系の碗か、小破片のため、詳細は不明であ る。 覆土中

2 110号ピット 陶 器
瀬戸の灰粕筒形容器あるいは香炉の口縁部小破片であろ うか、

覆土中
小破片のため詳細は不明であるが、時期は18世紀であろ う。� 

3 I11号ピ� y 卜 陶 器 瀬戸の灰粕碗の口縁部小破片であ る。時期は18世紀であろう。 覆土中� 

41 7号 ピット 素焼 土 器
底部破片である。ロクロ成形され、底部には回転糸切り痕が残

覆土中
る。ロ クロ回転は右回転である。時期は19世紀であろう。� 

5112号ピット 素焼 土器 底部破片である。 ロクロ成形され、底部には凶転糸切り痕が残
覆主中

る。ロ クロ回転は右回転である。時期は17世紀-18世紀であろう。� 

底部破片である。ロクロ成形され、底部には回転糸切り痕が残
6 113号ピ ット 素焼土器

る。ロ クロ回転は右回転である。時期は15世紀-16世紀であろ う。
覆土中

第� 1表 ピット群出土遺物観察表
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計測値(単位cm.g) 

番号 遺構名 種別 備 考


外径 穿径 量 日


第13図 6 4号ピット 寛永通宝 2.45 0.60 2.3 古寛永
 

7 4号ピ ット 寛永通宝 2.40 0.55 2.2 古寛永
 

8 6号ピッ ト 不 明 2.50 0.70 1.3 遣存状態不良J永」の字か
 

9 7号ピット 寛永通宝 2.30 0.60 2.3 新寛永
 

10 8号ピット 寛永通宝 2.50 0.60 2.8 文銭 


第 2表 ピント群出土古銭観察表 

( 5)遺構外出土遺物(第14図 2 ~16) 

縄文時代の土器が検出されている。 時代的には前期~後期にかけての土器であり 、 1~4 群に分

類された。

第 1群土器前期中葉の黒浜式土器c2~ 4) 

胎土中に繊維を含む土器である。 2は撚糸文が施文さ れる。 2条 1単位の無節の撚糸文により、

上下羽状文あるいは菱形文を描出している。 3・4は半裁竹管による連続爪形文が施文される。 3

は鋸歯状文になろうか。

第 2群土器前期後葉の諸磯式土器  (5 ~ 9) 

5は口縁部破片で、半裁竹管による平行沈線上に爪形文が施文される。口唇部には弱 L、押捺が加

えられる。 6 • 7は爪形文が施文される。 8は平行沈線文が横位に施文される。 9は幅広の平行沈

線による菱形文になろうか。 地文には単節縄文 RLが施文されている。

第 3群土器 中期後葉の加曽手IJE式土器(1O~12) 

10は口縁部直下に沈線を巡らし、その下には櫛歯状工具による条線が垂下している。 11は微隆起

帯を垂下させ、 縄文帯と無文帯を作り出 している。縄文は単節縄文 LRが施文されている。 12は櫛

歯状工具による条線を波状に垂下させている。

第 14図 124号土坑 ・遺構外出土遺物(1 /3) 
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第 4群土器 後期前葉の称名寺式~堀之内式土器(13-16) 

13は 2本の沈線により曲線的な文様が描出される。縄文は単節縄文 LRである。 14は斜行する沈

線を墳に縄文帯と無文帯を交互に作り出している。縄文は単節縄文 LRである O 

15は渦巻き状の中心lこ小突起が付さ れている。 16は無文地に 2本の沈線による懸垂文化した文様

が施文されている。
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第 3章城山遺跡第32地点の調査

第� 1節 遺跡の概要

(1)立地と環境


第 2章 城山遺跡第� 29地点の調査c7ページ)を参照。
 

( 2)発掘調査の経過

確認調査は、� 11月14日に実施した。調査区域内に� 1本の 卜レンチ(ほほ東西方向)を設定し、 バッ

クホーを使用し表土を剥ぐ。同時に遺構確認作業を行った結果、中央付近か ら方形状の遺構を� 1基

確認した。そのため、 継続 してプラ ンを確認しながら周辺の表土剥ぎを行った。残土置場について

は、調査区内にその場所を確保するこ とができた。

人員導入による発掘調査は、 翌日日に実施 した。まず、調査院域内の整備と細部の遺構峰認作業

を行い、その後、遺構の精査を開始 した結果、遺構は士坑� 1基� (1 28D) とピッ卜� l本� (p1) で

あることが判明した。同日、 すべての実測 ・写真撮影を終了し、� 17日には埋め戻しを完了した。

第� 2節検出された遺構と遺物

(1)土坑� 

128号土坑(第� 16図)

[構造]土坑として取り扱ったが、小竪穴状遺構であると思われる。(平面形)隅丸方形。(規模) 

05m  

第15図遺構分布図� 0/300) 
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128号土坑� 
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第16図� 128号土坑・� l号ピット� 0/60) 

2.0X 1.58mo (長軸方位)� N-350 -Eo (深さ)12cm前後を測る。 坑底は平坦で、中央付近にやや

硬化 した面が確認された。(覆土)ロ ーム粒子を含む黒褐色土を基調とする。� 

[遺物]弥生時代後期 ・古墳時代後期 ・平安時代の土器の小破片が出土 したが実測できるものはな

かっ� fこO

[時期]覆土の観察からは、古墳時代後期以降のものと思われる。� 

( 2) ピット� 

1号ピット (第16図)


[構造] 2個のピ ットが重複している。(規模)70 X 50cmo (深さ)76cmと100cmを測る。


[時期]中世か。
 

1号ピット出土遺物(図版� 4-5) 

1は布目瓦である。被熱により色調は全体に淡黄褐色を呈する。胎土には砂粒を含む。中世瓦か。� 

2 は瀬戸系の灰柚盤の小破片である。年代は13~14世紀に比定される。 

( 3)遺構外出土遺物(第17図、図版� 4 -i) 

時代的には縄文時代早期から近世までの造物が出土している。

第� 1群土器 縄文時代早期後葉の条痕文系土器(第17図1)

胴部下半の小破片で、ある。表裏とも員殻による条痕が施されるが、裏面はやや不明瞭である。胎

A~同一� 

、 一， 、マ円H 、).. ，_f:'..Ai":/:

一議事
いハハ州

??3/ア 炉格� J) 懇話委� N 
.J:) / / a(.'千i;li I /

i/{'U.i1'-'r
Jt/1 36了勾~

可..~~~~~~~ 
パ� \ ~:i.ç.:i-.ofI' リrj

η3 (' 
10師

第17図遺倦外出土造物� 0/3) 



24 

土中には繊維を含む。

第 2群土器 縄文時代前期後半の諸磯式土器(第 17図 2・3) 

2は浮線文土器で、「く」字状を呈する口縁部付近の小破片である O 浮線文は刻みが付加された

細く薄いもので、 縦位に施されている。 

3は半裁竹管による平行沈線が施されている。

第 3群土器 縄文時代中期後半の加曽利 E式土器(第17図 4)

口縁部の小破片である。楕円形と思われる区画文の中には条線が施されている O

第 4群土器 縄文時代後期の土器 (第17図 5) 

胴部の小破片で-ある。 2本の沈線により懸垂文と思われる文様が施されている。

第 5群土器 中・近世の遺物(図版 4-7) 

陶 ・磁器が 3点出土した。 

1は肥前系の磁器碗の小破片である。年代は 18世紀以降であろう。
 

2は常滑費の小破片で、年代は不明である。
 

3は揺鉢の小破片で、産地・年代等は不明である。信楽系か。
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第 4章 因子山遺跡第39地点の調査

第 1節遺跡の概要

(1)立地と環境

因子山遺跡は、志木市本町 2丁目を中心とする遺跡で、東武東上線志木駅の北東 1kmに位置 し

ている。遺跡は、北東方向に新河岸川を臨む台地上に立地し、標高約15mの平坦部に南北約 100m、

東西約500mの範囲に広がっている。

本遺跡の第 1回目の発掘調査は、昭和63年に実施され、以後の調査により、縄文時代早期・中期

・後期、弥生時代後期、古墳時代後期、 平安時代、近世の復合遺跡であることが判明している。

昨年度(平成 7年度)には、第32地点の調査が実施され、弥生時代後期から古墳時代にかけての

ものと考えられる方形周溝墓が 1基当地域では初めて検出されている。

(2)発掘調査の経過

確認調査は、平成 7年 5月 9日に実施した。調査区の長軸に合わせ、 2本の トレンチを設定し、

パックホーで表土を剥ぐ。同時に遺構確認作業を行った結果、調査区域内ほぼ全面にわたり遺構が

分布していることが確認された。そのため、 16日からは、パックホーにより調査区内すべての表土

第18図周辺の地形と調査地点 0/5000) 
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を剥き¥その残土を調査区域外に搬出する作業を開

始する。その作業は、� 18日に終了 した。

人員導入による発掘調査は、� 18日から開始した。� 

パックホーによる表土剥ぎ作業に併行して、まず、

調査区域内の整備と細部の遺構確認作業を行う。そ

の結果、確認調査により確認された遺構は、平行し

て走る� 3本の溝跡と縄文時代の土坑・炉穴 ・集石が

数基あることが判明 した。同 日には、� 2本の溝跡

c7・� 8M) と2号集石� (2S)の精査を開始する。� 

23日には、� 7・8Mの写真撮影を行い、� 9Mの精

査を開始する。� 2Sは実測を終了し、 掘り方の写真撮影を行う。� 

24日、� 3号集石� (3S)の精査を開始する。� 

25日、残土を調査区域内では処理し きれなくな ったため、� 2回目の残土搬出作業を行った。同日、� 

4号炉穴� (4F P)の精査を開始する。� 

26日、� 5号炉穴� (5F P)の精査を開始する。� 

31日には、� 4・5FPの実視� ・写真撮影を終了し、 すべての調査を完了する。IJ

第� 2節 検出された遺構と遺物

(1)集石
 

2号集石(第20図)


[構造] 5号炉穴Aを切る。 (規模) 1.16 xl.lm。

(深さ)19cm前後を測る。(磯の状態)中心部に比較的

密に分布する。被熱による破砕離が多い。(覆土)

ローム粒子 ・焼土粒子・炭化物粒子を含む暗茶褐色

土を基調とする。(掘り方)礁を除去すると土坑状

の掘り込みが確認された。平面形は楕円形を呈し、

規模は127x 110c皿を測る。

[遺物]磯出土と同レベルか ら縄文時代の土器小片 A出.

5m 

第19図遺構 分布図� (1/ 300)

Q 

が出土した。� 

[時期]縄文時代早期後葉。� 

2号集石出土遺物 (第 23図� 1・2) 1m 

1・2は条痕文系土器である。いずれも表面に縦

位の条痕文が施され、胎土には砂粒を含み繊維の混 第20図� 2号集石(1/30) 

、。L入は目立たな� 
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3号集石 (第 22図)

[構造] 9号潜跡に切られ、� 5号炉跡Aを切る。土坑を伴う。(平面形)楕円形か。(規模) 1.6x 

0 
-1.05m (長軸方位)� N -53 Wo (深さ)27cm前後を測る。(磯の状態)土坑の西側に多く分布する

が、磯はあまり多くなし、。比較的に土坑の上層から出土している。(覆土)ローム粒子・焼土粒子 ・

炭化物粒子を含む暗茶褐色土を基調とする。� 

[遺物]離出土と同レベルから縄文時代の土器小片・石器が出土した。

[時期]縄文時代早期後葉。� 

3号集石出土遺物(第� 23図� 3・4、第24図13)

第23図� 3・4は条痕文系土器である。� 3は表裏に条痕文が施され、表面には� 3点の刺突痕がみら

れる。胎土には白色砂粒を含み、繊維の混入はない可能性がある。� 4は表裏に� 3より粗い条痕文が

施され、胎土にはやや繊維を含む。

第24図13は打製石斧である。肉厚の形状であるが、刃部は片面からの調整により鋭利に仕上げら

れている O 

( 2)炉穴� 

4号炉穴(第21図)

[構造] 9号潜跡に切られる。(平面形)不整形。(規模)3.40x2.34m c:長軸方位) N -44 E。0 
-

ビyト番号 理さ(閣)� 

33 

2 58 

3 64 

4 34 

5 33 

時
 

1層 ローム粒子を僅かに含む暗茶褐色土� 

.4'歪 ・� 2層 ローム粒子・ローム小プロックを多く、炭化
物粒子・粘土粒子を僅かに含む明茶褐色土� 

3層 ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を含む明茶褐色土� 
4層 ローム粒子焼土粒子焼土小プロック炭化物粒子を含む黒褐色土� 
5層 ローム粒子を多〈、焼士粒子・炭化物粒子を含む暗茶褐色土� 
6層 ローム粒子・ローム小プロックを多く 、焼土粒子炭化物

粒子を含む明茶褐色土� 
7層 ロームプロックを多く含む黄褐色土� 
8層焼土粒子 ・焼土小ブロックを多く、ローム粒子 ・ローム

小プロック 炭化物粒子を含む暗赤褐色土� 
9層 焼土粒子焼土小プロッ クを多〈、炭化物粒子を含む暗茶褐色土� 
10層 焼土粒子・焼土小プロックを多く含む赤褐色土� 

11層 ローム粒子・ ローム小プロックを多〈、焼士粒子炭化
物粒子を含む� H音黄縄色土� 

12層焼土プロック

2m 

第21図� 4号炉穴� 0/60) 
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A比� H 

IJ 

Fもも0 く~ = '17 

2S 
ー-8

。F

C一一 一一C 

12 1:::"'10 ・¥斗/・� 

。一一� D 

1層 ローム粒子を僅かに含む暗茶褐色土� 
2庖 ローム粒子を含む暗茶褐色土(1層よ りやや明色)� 
3層 ローム粒子焼土粒子炭化物粒子を含む明茶褐色土� 
4層 ローム粒子 ・ローム小ブロソ クを多く 、焼土粒

子ー炭化物粒子を含む暗黄褐色土� 
b層 ローム粒子ー ローム小プロ ックを僅かに含む

暗茶褐色土� 
6層 ローム粒子・ ローム小プロッ クを含む明茶褐色土� 
7層 ローム粒子ローム小プロ ックを多〈含む暗黄褐色土� 
8層 ローム粒干 ーローム小プロ ックを多 〈、焼土

粒子・ 炭化物粒子を含む暗黄褐色土� 
E-

E 9層焼土粒干，焼士小プロ ックを多〈、 ローム粒子
ローム小ブロ ック炭化物粒平を含む暗茶渇色土� 

10層ロームプロ� γク� 
11暗 ローム粒子を多〈、焼土粒子炭化物粒子を含む

明茶褐色土� 
12層焼土�  
13層 ローム粒子焼土粒子を含む暗茶褐色土� 
14雇 ロ ム粒干・焼土粒子炭化物粒子を含む暗茶褐色土� 
15層焼土粒子 焼土小プロ ックを多〈、炭化物粒子を

含む暗茶褐色土� 
16層 ローム粒子を多く、 焼土粒干を含む暗黄褐色土� 

1m 

第22図� 5号炉穴 ・3号集石(1/30) 
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(深さ)4� 0-62cmを測る。炉床は� 20cm程焼けて赤化している。(覆土) 12層に分層される。炉床部分

は8-12層の� 4層に分かれる。

[遺物]縄文時代の土器片と石器が出土した。

[時期]縄文時代早期後葉。� 

4 号炉穴出土遺物 (第23図 5 ~ 9 、第24図 14 ・ 15)

第23図� 5は早期前葉の撚糸文系土器である。器厚は比較的厚く 、胎土には砂粒を含む。� 

6-9は早期後葉の条痕文系土器である。� 6の表面には僅かに条痕文が観察される。色調は明澄� 

色を呈し、胎土には繊維を含む。 7-9は粗い条痕文が施され、色調は暗茶褐色を呈する。

第24図14は敵石と思われる。上部は欠損しているが、下面を敵打面としている。側面についても

丁寧に調整が施され、丸く仕上げられている。� 

15は用途不明の石器。片面には使用剥離痕が残る。石質は砂岩である。� 

5号炉穴� (第22図) 

[構造] 2基の炉穴が重複している。新旧関係の新しいものを� Aとし、古いものを� Bとする。� 

<5号炉穴� A>2号 . 3号集石に切られ、 5号炉穴Bを切る。(平面形)楕円形。(長軸方位)N一

k 
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230 
- Eo (深さ )42cm前後を測る。炉床は厚さ 10cm程が焼けて赤化 している。(覆土) 4層に分層さ

れる。炉床部分は 9-13層の 5層に分かれる。

(5号炉穴 B> 2号・ 3号集石、 5号炉穴A、198号土坑に切られる。(平面形)楕円形。(長軸

方位) N-100-Wo (深さ )40cm前後を測る。炉床は厚さ 7Cffi程が焼けて赤化している o (覆土) 4 

層に分層される。炉床部分は 14-16層の 3層に分かれる。

[造物]覆土中から縄文時代の土器小片が出土した。


[時期]縄文時代早期後葉。
 

5 号炉穴出土遺物(第23図 10~12) 

10-12は早期後葉の条痕文系土器である。 12は尖底の底部破片である。いづれも色調は外面が樟

色、内面が黒褐色を呈し、繊維を僅かに含む。 

(3 )土坑
 

198号土坑(第25図)
 ¥1 

[構造] 5号炉穴 Bを切る。 一部は調

査区域外にあり不明。(平面形)楕円

形か。(規模)不明 x 1.13mo (深さ) 

26cmo (覆土)上層はローム粒子 ・焼
.4l.L4.. 

.Iil姻 

土粒子・炭化物粒子を含む暗茶褐色士、

下層はローム粒子を含む明茶褐色土を 総選選 蕊N巡ミ
基調とする。

[遺物]出土しなかった。 第25図土坑(1/60)

[時期]覆土の状態から縄文時代のものと考えられる。 

199号土坑(第25図)

0[構造] 200号土坑と重複する。(平面形)楕円形。(規模) 1.0 x 0.93mo (長軸方位) N-2 -Wo 

(深さ )20cm前後を測る。(覆土)ローム粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基調とする。

[遺物]出土しなかった。

[時期]覆土の状態から縄文時代のものと考えられる。 

200号土坑(第25図)

[構造] 199号土坑と重複する。(平面形)楕円形。(規模) 0.7xO.65mo (深さ) 24cm前後を測る。

(覆土)ロ ーム粒子を僅かに含む暗茶褐色士を基調とする。

[造物]出土しなかった。

[時期]覆土の状態から縄文時代のものと考えられる。 

(4 )溝跡
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14 40 29 29 

15 38 30 53 
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第� 26図� 7・9号溝跡� 0/60) 
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7号溝跡(第26図)

[構造] N -160-Wの走行角度をもっ。確認できる範囲での長さは7.14m、上幅 42-80cm、下幅  2 

0-58cm、深さ 8-11c皿を測る。断面形は浅い皿状を呈する。(覆土)ローム粒子・ロ ーム小ブロッ

クを僅かに含む黒褐色土を基調とする。

[遺物]覆土中から土器小片が僅かに出土した。

[時期]平安時代 (9世紀以降)。 

7号溝跡出土遺物(図版 6-5) 

1・2は須恵器杯形土器の小片である。 1は青灰色を呈する。やや口唇部が肥厚し、外反しない。 

2は暗黄褐色を呈し、小石を含む。 

3-6は土師器聾形土器の小片である。 5・6はへラ削りにより薄く仕上げ、られている。 

8号溝跡(第27図)

[構造] N -460-Wの走行角度をもっ。確認できる範囲での長さは 5.45m、上幅  143-180cm、下

幅36-68cm、深さ 43-54cmを測る。溝底は 16層の黄褐色士により貼られており平坦になっている。

(覆土) 19層に分層される。

[遺物]覆土中から土器小片が出土した。

[時期]平安時代 (9世紀以降)。

[所見]出土遺物は 21・22が 7世紀から 8世紀前半に、その他の大部分は 9世紀以降に比定できる

ものと考えられる。 

8号溝跡出土遺物(図版 6-6・7) 

1-6は須恵器杯形土器である。 lは体部小片、 5-6は底部小片である。 2は底部周辺へラ削

り調整が施され、胎土には白色針状物質を含む。 3-6は回転糸切り未調整である。 6は付高台が

落している。 

7 -20は須恵器護・壷形土器である。 7-11は頭部破片、 12-18は胴部破片、 19・20は底部破片

である。 12-16の外面には平行叩き目が残る。 

21は土師器杯形土器である。口層部内面には沈線がまわり、内外面赤彩が施される。底部にはへ

ラ削り痕が残る。 

22は土師器菱形土器である。長聾の口縁部破片である。内外面横ナデが施される。 

9号溝跡(第26図)

[構造] N-450-Wの走行角度をもっ。確認出来る範囲での長さは 5目 65m、上幅78-129cm、下幅 

50-97cm、深さ 9-21cmを測る。溝底はほぼ平坦で、断面形は浅い皿状を呈する。(覆土) 4層に

分層される O

[遺物]覆土中から土器の小破片が僅かに出土した。


[時期]平安時代(9世紀以降〉。
 

9号溝跡出土遺物 (図版 6-8) 
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E 

1層表土�  
2層 ローム粒子を僅かに含む暗縄色土� 
3層 ローム粒子を僅かに含む黒掲色土� 
4層 ローム粒子を含む暗褐色土� 
5層 ローム粒子を含む暗茶褐色土� 
6層 ローム粒子・ローム小ブロックを僅かに含む黒褐色土� 
7層 ローム粒子・ローム小プロ ック炭化物粒子を僅かに含む黒褐色土� 
8層 ローム粒子を含む黒褐色土(粒子粗くややボソボソ)� 
9層 ローム粒子を含む暗茶褐色土� 
10層 ローム粒子を含む暗褐色土(粒子粗〈ボソボソ)� 
11層 ローム粒子を含む明茶褐色土� 
12層 ローム粒子を含む黒褐色土� 
13層 ローム粒子・ローム小プロックを含む明茶褐色土� 
14層 ローム粒子 ・ローム小プロ� γクを多く含む暗黄褐色土� 
15層 ロームプロ ック� 
16層 ロームプロックを多く含む黄褐色土� 
17層 ローム粒子を僅かに含む暗茶得色土(粒子組くややポソボソ)� 
18層 ローム粒子を含む黒褐色土� 
19層 ローム粒子を多く含む明茶褐色土� 
20層 ローム粒子を含む黒褐色土� 
21層 ローム粒子を僅かに含む黒褐色土(漸移層)

2m 

第27図� 8号満跡� 0/60) 
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1・2は須恵器杯形土器の底部破片である。 2点とも底部に回転糸切り痕を残しており、 1は胎

土に白色針状物質を含み、色調は淡灰褐色を呈する。 2は胎土に白色砂粒を含み、色調は青灰色を

呈する。 

3・4は須恵器聾形土器である。 3は口縁部破片で、胎土には白色砂粒と白色針状物質(微量)

を含む。内外面横方向のナデ調整が施される。 4は胴部破片と思われる。表面には僅かに平行叩き

日が残る。胎土には白色砂粒を含む。

[引用・参考文献]

佐々木保俊 1990 I因子山追跡第 l地点の調査J r志木市遺跡群 IIJI志木市の文化財第14集 

1992 I因子山遺跡第 6・7地点の調査Jr志木市遺跡群町』志木市の文化財第17集 

1992 I因子山遺跡第 4・5地点の調査Jr中道遺跡第12地点 中道遺跡第 13地点 田

子山遺跡第 4地点 目子山遺跡第 5地点発掘調査報告書』志木市の文化財第 18集 

1996 I田子山追跡第 10地点の調査」志木市の文化財第24集

尾形則敏 1995 I因子山遺跡第29地点の調査J r志木市遺跡群V!j志木市の文化財第21集 

1996 I補説 因子山遺跡第31地点の発掘調査概要Jr因子山富士』志木市の文化財第 

22集 

1996 I因子山遺跡第13地点の調査」 志木市の文化財第 24集

尾形則敏 ・深井恵子 1996 I因子山遺跡第32地点の調査J r志木市遺跡群VlIJI志木市の文化財第23集 

1996 I因子山遺跡第37地点の調査Jr志木市遺跡群VlIJ志木市の文化財第23集
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第� 5章 田子山遺跡第41・42地点の調査

第� 1節遺跡の概要

(1)立地と環境


第4章 因子山追跡第� 39地点の調査� (25ページ〕を参照


(2)発掘調査の経過


確認調査は、 平成� 7年� 8月22日に実施した。


調査区の長軸中央にl本のトレンチを設定し、

パックホーを使用して表土を剥ぐ。同時に遺 ¥ 
構確認、作業を行った結果、住居跡と恩われる

遺構を� 1基確認した。その後、追構のプラン

を確認しながら、周聞の表土祭Ijぎを行い、残

土は遺構の分布しない調査区内で処理するこ
第28図逃構分布図(1/� 300) 

とにし� fこ。� 

人員導入による発掘調査は� 8月28日から開始した。まず、調査区域内の整地と細部の遺構確認作

業を行い、 同日には遺構の精査に入る。遺構は平安時代の住居跡� (50H)であることが判明し、さ

らにこの住居跡を切る平安時代の土坑� (202D)が� l基確認された。� 

30日には、� 202D.50Hの写真撮影を行い、実測を開始し、� 9月l日には、� 50Hのカマドの実測

及び掘り方の精査を開始した。� 4日には、すべての実測・写真撮影が終了、� 5日には埋め戻しが完

了した。

第� 2節検出された遺構と遺物� 

50号住居跡(第29・30図)

[住居構造]南西コーナーは調査区域外にあるものと思われる。(平面形)長方形。(規模) 4.56 x 
0 

-3.90mo (長軸方位)N -10 Eo (壁高 )49~40cmを iJlIJ り、ほほ‘垂直に立ち上がる。 (壁溝)カマド

部分とその南側の一部を除き、確認できる範囲では全周する。上幅20~30cm ・下幅 8 ~10cm ・深さ 

8 ~15cmを測る。(床面〕ほほ全面に硬化した床面が確認された。(カマド)東壁中央よりやや南に

位置し、方位はN-690 -w。長さ� 143crn.幅82cm・壁への掘り込み86cmを測る。大部分が崩落して

いるため詳細は不明であるが、天井部を被覆していたと思われる灰白色粘土がやや広い範囲で検出

されている。煙道部は� 450 程の勾配で、途中段をもち緩やかに立ち上がっている� o (柱穴)検出さ

れなかった。(貯蔵穴)カマド右側のコーナーに位置し、平面形は隅丸方形を呈し、規模は� 58x 50 

cm・深さ� 16cmを測る。 覆土はローム粒子・ローム小ブロックを多く 、炭化材・焼土粒子を含む暗茶

褐色土を基調とする。(覆土)� 2層は漸移層と思われる。本住居跡の覆土は、� 3層から� 11層に相当
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¥llll 

し、堆積状態はレンズ状を呈している。

[時期]平安時代。 

50号住居跡出土遺物(第32・33図)

須恵器杯形土器(第32図� 1-4) 

1は器高3.4CID、口径12.8cID、底径5.3cID。ロクロ回転は右回転で、底部には回転糸切り痕が残る。

色調は淡樫色を基調とする。内面底部には 「手」という字が墨書されている。胎土には小石(大き

いもので� 5皿皿)を含む。カマド左横の壁溝内からの出土で、口縁部の一部を欠損する。� 

2は器高3.5c皿、口径12.5cm、底径5.5c皿。ロクロ回転は右回転で、底部には回転糸切り痕が残る。

色調は淡檀色を基調とする。外面底部には「手」という字が墨書されている。胎土には小石(大き

いもので� 4mm)を含む。貯蔵穴右横の壁溝内からの出土で、口縁部の一部を欠損する。� 

3は器高3.6cID、口径12.8c皿、底径5.8cID。ロクロ回転は右回転で、底部には回転糸切り痕が残る。

色調は暗灰褐色を基調とする。胎土には小石を含む。カマド前面の床面上約20CID浮いた覆土中から

の出土で、遺存度は1/2程である。� 

~ 匂

1p マ
ーマー� 1層表土 
2層 ロ ム粒子を僅かに含む黒褐色土
 
3層 ローム粒子・ ローム小プロ� γクを
寸1i


多く含む明茶褐色土
 
4層 ローム粒子ー ローム小プロッ クを

含む黒褐色土

~. 次対 l 院~ 5 層 ローム粒子・ローム小ブロッ クを

多く含む明茶褐色土
 

6層 ロー黒ム粒色子土 ローム小ブロックを

含む
 

7層 ローム粒子 ローム小プロックを

多く含む暗黄褐色土
 

8層 ローム粒子を含む暗茶褐色土
 

4
q3J 協� 9層ローム粒子ロ一山口北 
i

含む暗茶褐色土(ややハード)� 
10層暗茶褐色土

鉄製.品1 阪努11層 ローム粒子 ロ←ム小ブロ ックを〉
多く含む暗黄褐色土� 

¥ 
ヲ

2冊

第29図� 50号住居跡� 0/60) 
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1層 ローム粒子・ローム小プロック・粘土粒
子 ・粘土小プロックを含む暗茶褐色土

2層 ローム粒子 ・ローム小プロックを多く、
粘土粒子・粘土ブロ ックを含む暗茶縄色土� 

3層粘土プロック� 
4層粘土粒子・粘土小プロックを多く、焼土

粒子を含む暗灰褐色土� 
5層焼土粒子 ・焼土小ブロ ックを多く、粘土

粒子・粘土小プロックを含む灰縄色土� 
6層焼土プロック� 
7層粘土粒子粘土プロックを多〈、焼土粒

子・焼土小プロックを含む灰白色土� 
8層粘土粒子・粘土小プロック・焼土粒子

焼土小プロックを含む黒褐色土� 
9層 ロームプロック� 
10層 ローム粒子 ・ローム小プロックを多〈、

焼土粒子を含む暗黄褐色土� 
11層 焼土粒子・焼土小プロックを多く、粘土粒子・

粘土小ブロックを含む暗赤禍色土� 
12層 ローム粒子・ローム小プロ� γク・焼土

粒子・粘土粒子を含む黒掲色土� 
lJ層 ローム粒子・ローム小プロックを多〈

含む暗黄褐色土� 
A低5 14層焼土粒子 ・焼土プロ ックを多〈 、粘土同

医週 灰白色粘土範囲� 
ブロックを含む暗赤褐色土� 

15層粘土粒子・粘土小プロックを多く 、焼土
粒子炭化物粒子を含む灰渇色土� 

16層 焼土粒子・焼土プロックを多く、炭化物
粒子を含む暗茶褐色土� 

17層 ローム粒子を多く、焼土粒子を含む黄褐色土� 
18屑 ローム粒子 ・焼土粒子を僅かに含む

暗茶褐色土� 

1m 

第30図� 50号住居跡カマド� 0/30) 

4は現器高1.7cm、底径6.3cm。ロクロ回転は右回転で、底部には回転糸切り痕が残る。色調は暗

灰褐色を基調とする。胎土には小石を含む。カマド‘前面の床面」こからの出土で、底部のみの追存で

ある。

土師器聾形土器(第32図� 5・6) 

5は口縁部が「コ」字状を呈する。口縁部内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は横方向の

へラ削り が施される。色調は暗赤褐色を呈する。覆土中の出土で、口縁部から胴部上半を1/2程追

存する。� 

6は台付費の胴部下半から脚台部にかけての破片である。脚台部は「ハ」字状に聞く。胴部外面

は斜方向のへラ削り、内面はへラナデ。脚台部は内外面横ナデ。色調は暗赤褐色を呈する。住居北

東コ ーナー近くの床面上の出土である。

鉄製品(第33図� 1-4) 

1は現存長7.0cm、幅5.0cm。断面形は長方形で'0.7cmの厚さがある。袋状を呈 していることから、

鉄斧などの柄を付けるための茎部と思われる。西壁近くの床面上約28cm浮いた覆土中からの出土で

ある。� 

02は現存長9.2cm、幅は基部で、3.0cm、先端部で'1.0cm、厚さ� 0.6cm。先端部は尖っており 、約40

の角度で曲がっている。基部は先端部とは逆方向に折り返されている。 錨(やりがんな)か。� 

3は鉄鉱の箆被部と思われる。現存長10.6cm。断面は中央付近で幅0.9cm、厚さ� 0.5cmの長方形を
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呈する。西壁近くの床面上約40cm浮いた覆土中からの出土である。� 

4は鉄鉱(雁股錬)の鉱身部と思われる。現存長� 3.1cm。先端部は二股に分かれ尖っ ている。 覆

土中からの出土である。

銅製品(第33図� 5) 

現存長7.5cm。頭部はマッチ棒状を呈し、頭部・茎部ともに加飾はみられな� L、。形態的には小型

未開敷蓮華に類似する。覆土中からの出土である。� 

202号土坑(第31図)

[構造]南東部分は調査区域外である。� 50号住居跡を切る。(平面形)長方形。(規模)不明 x 1.18 

m o (長軸方位) N -47 Wo (深さ)25~34cm。坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。 (覆0 
-

土)� 9層に分層され、レンズ状の堆積状態を示す。

[遺物]覆土中から、土器小片が出土した。

[時期]平安時代。� 

202号土坑出土遺物(第32図)


須恵器杯形土器(7)


現器高2.2cm、底径5.0cm。底部には回転糸切り痕が残り、その上か らは棒状工具により� ixJ印


が刻まれている。色調は淡櫨色を呈する。胎土には小石(大き いもので� 5mm)を含む。坑底上約� 30 

cm浮いた覆土中からの出土である O

灰粕陶器� (8) 
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倒

第32図 50号住居跡、 202号土坑出土遺物(1/4)

村
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=4  

(J 
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o 5 

3 にコ コC
10冊ロ

第33図 50号住居跡出土金属製品 0/3)

高台付の である。現器高2.1cm、底径6.6cm。色調は灰白色を呈 し、内面には灰粕が施される。

高台は付高台である。底部には回転糸切り痕を残す。坑底上約20cm浮いた覆土中からの出土である。

土師器羽釜(9 ) 

羽釜の鍔の部分であろう。鍔の高さ1.9cm。色調は暗赤褐色を基調とする。

10



40 

第� 6章 中道遺跡第36地点の調査

第� 1節 遺跡の概要

(1)立地と環境

中道遺跡は、志木市柏町� 5丁目を中心とする遺跡で、東武東上線志木駅の北西約� 1kmに位置して

いる。遺跡は、柳瀬川の南東方向の台地上に立地し、標高はその北端で約13m、南端で約14mを測

り、低地との比高差は約� 7mである。

本遺跡の発掘調査は、昭和62(1987)年の都市計画道路富士見 ・大原線建設に伴う調査を契機に

本格的に実施され、以後の調査により、旧石器時代、縄文時代中期、古墳時代中 ・後期、平安時代、

中・近世の複合遺跡であることが判明してきた。� 

(2)発掘調査の経過

確認調査は、平成� 7年� 5月31日に実施した。。調査区の長軸方向に合わせ、� 2本の卜レンチを設

定し、パックホーを使用し、表土を剥ぐ。同時に遺構確認、作業を行った結果、かなり撹乱による破

壊は受けているものの住居跡と思われる遺構� 1基と数本のピットが確認された。そのため、 6月2

日にはパックホ ーとブ‘ルドーザーを使用し、調査区域全面の表土剥ぎ作業を行い、同日にはその作

71u.三→二 山� γγ
 
-u l;11d11 

第24図� 周辺の地形と調査地点� 0/5000) 
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第35図遺跡分布図� 0/300)

業を終了する。

人員導入による発掘調査は、� 5日から実施した。午前中、調査区域内の整備と細部の追構確認作

業を行い、午後からは住居跡と思われる遺構の精査を開始する。遺構は、� 19号満跡(19M)や撹乱

により大部分が破壊されているが、出土土器から古墳時代前期の住居跡(1� 8H)であると判明した。� 

8日には、� 18H・IBMの写真撮影を行い、その後実測を開始した。また、貯蔵穴及び柱穴からは

土器・砥石がまとまって出土したため、遺物出土状態の写真撮影を行い、実測を開始した。� 

12日には、� 18Hの実測が終了、� 19Mの精査を開始する。� 

20日、� 19Mの実測が終了、� 18Hの掘り方の精査を開始する。また、調査区西半部のピット群の精

査を開始し、掘りを終了したものから順次実測を終了させる ことにした。� 

21日、� 18Hの掘り方の写真撮影 ・実測を終了し、午前中にすべての調査を完了した。

第� 2節 検出された遺構と遺物

(1)住居跡
 

18号住居跡 (第 36・37図)
 

[住居構造]� 18号潜跡と撹乱に破壊されているため、詳細は不明である。(壁高)比較的に遺存の良

い西壁で18cmを痴ほ〉。壁はほほ‘垂直に立ち上がる。(壁溝)確認できる範囲では全周する。 上幅� 12 

~23cm ・下幅 6 ~13cm ・ 深さ 8 ~13cmを測る。(床面)北壁側に硬化した床面が確認された。(柱穴)

主柱穴の可能性があるものにのみ、図版中に深さを記入した。その他は後世のピットである。(貯

蔵穴)住居跡南東コ ーナーに位置するものと考えられる。平面形は長方形を呈し、規模は不明� x39 

cm・深さ38cmを測る。覆土はローム粒子・ロ ーム小ブロックを多く含む明茶褐色土を基調とする。
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(覆土) 5層に分層され、レンズ状の堆積状態を示す。

[遺物]貯蔵穴・柱穴から土器がまとまって出土した。

[時期]古墳時代前期。 

18号住居跡出土遺物(第 38・39図)

土師器壷形土器c1・ 2・9・10) 

1は口縁部破片。複合部は剥落したものと考えられ、口唇部は面取りが施される。内外面へラ磨

き調整が施されるが、ハケ目痕を顕著に残す。覆土中の出土である。 

2は底部破片。木葉痕あり。内外面ハケ目調整が施される。北西コーナー柱穴付近の床面上から

の出土である。 

9は折り返しをもっ口縁部小破片。へラ磨き調整は内面が横方向後縦方向、外面は横方向に施さ

れる。内外面赤彩。貼床中からの出土である。 

10は胴部小破片。輪積み痕が 1段観察される。内面はハケ目調整、外面はハケ目調整後へラ磨き

調整が施される。内外面赤彩。貼床中からの出土である。

土師器器台形土器(3・4) 

3 • 4ともに脚部中央が貫通しないタイプのものである。 3は現器高8.1cm、推定口径8.5cID、

底径11.8cID。器受部は内湾気味に聞く碗状を呈し、脚台部は「ハJ字状に大きく開く 。口唇部は僅

かに面取りが施される。脚台部の途中には 3ケ所の透孔が聞けられている。器受部は内外面へラ磨

き調整、脚台部は内面がハケ目調整、外面はハケ目調整後へラ磨き調整が施される。貯蔵穴内から

の出土で、違存度 2/3程である。 

4は脚部である。 3に類似するが、全体に直線的である。脚台部は内面がハケ目調整、外面はハ

ケ目調整後へラ磨き調整が施される。貯蔵穴内からの出土で、遺存度は脚台部を2/3程である。

土師器護形土器(5 ・ 6 ・ 18~20) 

5は台付聾の脚部破片である。内外面ハケ目調整が施される。北西コーナー柱穴付近の床面上約 

12cID浮いた覆土中からの出土である。 

6は器高14.1cID、口径14.9cID、底径 5.2cm。頚部は「く」字状を呈し、口縁部はやや内湾気味に開

く。口縁部内外面は軽い横ナデ、内面は頭部がハケ目調整、以下へラナデ、 外面はハケ目調整が施

されるが、胴部中位はへラナデが施される。色調は外面が黒色を呈し全体に煤けている。内面は暗

燈色を呈する。貯蔵穴横の柱穴内からの出土で、迫存度は4/5程である。 

18は 「く」字状を呈する口縁部小破片。内外面ハケ目調整が施される。覆土中の出土である。 

19は胴部小破片。内外面やや目の細か L、ハケ目調整が施される。覆土中の出土である C 

20は胴部小破片。内外面やや目の組いハケ目調整、内面はその後粗いへラ磨き調整が施される。

覆土中の出土である。

土師器地形土器 (11~15) 

11は口縁部小破片。内外面ハケ目調整後へラ磨き調整が施される。口縁部外面 lはその後軽い横ナ

デが施される。貯蔵穴内からの出土である。 

12は口縁部小破片。外面には 1段の輪積み痕がみられる。内外面へラ磨き調整が施されるが、輪
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積み痕下端にはハケ目痕が残る。貯蔵穴内からの出土である。� 

13は頚部小破片。器面がやや摩耗しているが、内面はへラ磨き調整、外面にハケ目痕が顕著に残

る。貯蔵穴内からの出土である。� 

14は頚部から胴部下半にかけての破片。内外面ハケ目調整後へラ磨き調整が施される。覆土中の

出土である。� 

15は頭部小破片。内外面にハケ目痕が顕著に残る。貯蔵穴内からの出土である。

土師器高郎形土器� 06・17) 

16は脚台部の小破片。裾端部はやや平坦である。内外面ハケ目調整が施される。裾部外面はその

後横ナデが施される。貯蔵穴内からの出土である。� 

17は脚台部の小破片。裾端部は細し、。内外面ハケ目調整が施される。外面はその後縦方向のへラ

磨き調整が施される。覆土中からの出土である。

石製品(7)

有溝砥石であろう。表面は中央部が窪んでいる。石質は泥砂岩か。

土製品(8 ) 

支脚の破片か。上面にあたる部分は平坦に作られている。内面は棒状工具による成形痕が残る。

外面はへラナデによる調整が施される。貼床中からの出土である。� 

(2)溝跡 

18号溝跡 (第 36図)

[構造] ほぼ南北に走行する。西側が撹乱により破壊されているため、詳細は不明である。確認で

きる範囲での長さは 6 .4m、 下幅30cm前後、深さ1l ~23cmを測る。溝底は凹凸があり 、 断面は西側

0が40 、東側が15。の角度で立ち上がる。(覆土)� 5層に分層される。� 

[時期]近世以降か。� 

18号溝跡出土遺物� (図版� 8-5) 

1は肥前系磁器皿の底部破片である。削り出し高台。内面に文様あり。� 

2は瀬戸の灰軸皿の口縁部小破片である。ロクロ回転は右回転。施紬は口縁部内外面。磁器は15

世紀であろう。� 

3は瀬戸の灰粕聾の肩部小破片で‘あろう。内面には指押さえ痕が残り、その後ナデ調整が施され

る。磁器は 14世紀~ 15世紀であろう 。 

4は美濃の灰軸皿の底部小破片である。器面全体に黒い油煙の付着痕がみられる。付高台。磁器

は17世紀であろう。� 

5・6はほうろくである。� 5は口縁部小破片である。内外面ロクロナデ痕が残る。時期は近世以

後である。� 6は底部小破片である。底部外面はナデ調整が施される。 時期は近世以後であろう。� 

19号溝跡� (第40図) 

[構造]ほぽ南北に走行する。確認できる範囲での長さは� 8.82m、上幅56x 100cm ・ 下幅 19~34cm 、



46 

A自明�  

1層 表土� 
2層 ローム粒子・ ローム小プロ� γ

クを多〈含む暗茶褐色土� 
3層 ローム粒子を含む黒褐色土� 
4層 ローム粒子 ローム小ブロッ

クを多く含む暗黄褐色土
ら層 ロ，ームプロック� 
6層 ローム粒子を含む黒褐色土� 
7層 ローム粒子を含む明茶褐色土� 
8層 ローム粒子を含む暗茶褐色土� 
9扇暗茶褐色土

+豊富L 

ザ
 

~~ 
第40図� 19号溝跡� 0/60)

-

深さ 24~46c皿を測る。溝底はほぼ平坦で、断面は西側が450 、東側が500 の角度で立ち上がる。

(覆土) 6層に分層される。� 

[遺物]出土しなかった。

[時期]覆土の観察から、近世以降のものであろ う。� 

( 3 )ピット 

1号ピッ ト (第41図)

oミユ
 

1m 
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第42図� l号ピソ 卜出土造物� (1/4) 

[構造]ここでは一応ピ� y トとして取り扱った。 (平面形)楕円形。(規模)34x26cmo (深さ) 50 


cm。

[造物]深さ30cm程の位置で常滑饗が� 1点出土した。

[時期]近世。� 

1号ピット出土遺物(第42図)

常滑護の胴部下半から底部にかけての破片であるC 現器高1O Jる。胎土には.3cm、底径14.1cmを視I

小石 ・砂粒を含む。内面には指押え痕が残る。内外面にはナデ調整が施される。時期は近世である。� 

(4 )遺構外出土遺物(図版 8-7、第� 3表)


出土遺物は、陶・磁器18点、五器� 2点である。時期は中世~近世以降である。
 

[引用・参考文献]

佐々木保俊・尾形則敏� 1988 r中道遺跡発掘調査報告書』 志木市遺跡調査会調査報告第� 5集

佐々木保俊� 1996 I中道遺跡第21地点の調査」志木市の文化財第24集

尾形則敏� 1989 I中道遺跡第� 6地点の調査Jr志木市遺跡群� 1J志木市の文化財第13集� 

1992 I中道遺跡第12地点 ・中道遺跡第13地点の調査Jr中道遺跡第12地点 中道遺跡第� 

13地点同子山遺跡第4地点 因子山遺跡第� 5地点発掘調査報告書」 志木市の文化

財第18集

尾形則敏・深井恵子� 1996 I中道遺跡第33地点の調査Jr志木市遺跡群vnJ志木市の文化財第23集

野沢 均 ・尾形則敏� 1996 I中道遺跡第26地点の調査」 志木市の文化財第24集
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番 号

図版8-7

2 


3 


4 


5 


6 


7 


8 


9 


10 


11 


12 


13 


14 


15 


16 


17 


18 


19 


20 


遺物

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

磁器

磁 器

磁 器

磁 器

磁 器

瓦器

瓦器

法 量 (cm) ・調整及び特徴

常滑聾の頭部から桐部上半にかけての破片である。内面には輪積み痕と指押えの指紋あり。胎土

には砂粒を含む。内面は頭部が横ナデ、以下ナデ調整が施される。時期は 14世紀であろう。 

常滑聾の胴部上半の破片である。内面には輪積み痕と指押え痕が残る。胎士に

は砂粒を含む。内面は横ナ デが施される。時期は 14世紀であろう。 

常滑聾の胴部破片である。胎土には砂粒を含む。内面は横方向のナデ調整が施

される。時期は 14世紀であろう。 

備前(堺か)の播鉢であろう。胎土には砂粒を含む。外面ナデ調整が施される。

時期は 18世紀以後。 

美濃の鉄粕鉢の口縁部小破片である。おそらく、 こね鉢の類であろう。時期は 

17世紀後半以後。 

信楽系の土瓶の底部小破片であろう。益子あるいは笠聞か。時期は 19世紀以後

であろう O 

小破片であるため、産地・時期については不明である O 

瀬戸の灰紬皿の底部小破片であろう。胎土には砂粒を含む。時期は 15世紀であ

ろう。 

京焼系の碗の口縁部小破片である。胎士の色調は淡黄色を呈する。時期は 18~
 

19世紀であろう。 

尽焼系の碗の底部小破片である。局台は削り出 し向台である。胎土は徹密で色


調は白色を呈する。時期は 18世紀であろう O
 

美濃のあめ軸徳利の小破片であろう。内面はロクロ ナデが施される。時期は 18

世紀後半であろう。 

志戸日の天目茶碗の底部破片である。現器高 3.5。底径4.5。高台は削り出 し高台で

ある。胎土には砂粒を含み、色調は茶褐色を呈する。時期は 16世紀であろう O 

瀬戸の灰軸香炉の小破片であろう。時期は 15世紀か。 

肥前系の飯茶碗の小破片で、ある。草花文あり 。時期は 18世紀後半 ~19世紀であ

ろう。 

肥前系の湯飲碗の小破片で、ある。草花文あり。時期は 18世紀後半であろう。 

磁製の菊花皿(小皿)の口縁部小破片である。小破片のため、産地については不

明である。時期は 18世紀以後であろう。
 

磁製の筒碗の口縁部小破片で、ある。小破片であるため、産地については不明で 1


ある。時期は19世紀以後であろう。
 

肥円 IJ系の碗の底部破片である。現器両2.4。底径4.9。時期 は 18世紀後半 ~19世

車己であろう。 

ほうろく である。器局 4.8。推定口径36.6。補修孔は口縁部に 3ケ、底部に lケの計4ケ聞け られ

ている。そのう ち口縁部の 2ケは銅線でくくられていた。時期は18世紀後半である。 

火鉢である。菊花文が押捺されている。小破片のため、詳細は不明である。

第 3表遺構外出土造物観察表
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第 7章 中道遺跡第37地点の調査

第 1節遺跡の概要

(1)立地と環境


第 6章 中道遺跡第 36地点の調査 (40ページ)を参照。
 

( 2)発掘調査の経過


確認調査は、 平成  7年 8月3日に実施した。
 

調査区の長軸方向に合わせ、中央に 1本のト

レンチを設定し、パックホーを使用し表土を

剥く 。同時に遺構確認作業を行った結果、住

居跡と思われる遺構を 1基確認した。その後、

継続してその遺構のプラン確認を行ったとこ

ろ、調査区域中央から北側にかけてのかなり
0'm  

広い範囲に分布していることが判明した。そ

のため、 調査区域内に残土置場を確保する こ 第43図遺構分布図  0/300) 

とが困難であると判断し、 7日、パックホーを使用し、表士剥ぎを開始、その残土をダンプに積載

し、調査区域外に搬出 した。 

8日からは人員導入による発掘調査を実施した。まず、調査区域内の整備と細部の遺構確認作業

を行い、同日 には遺構の精査を開始する。遺構は古墳時代中期の住居跡 1軒(19H)の他に溝状に 

19Hの上を横切る道路状遺構 1基(1道)と土坑 l基 (37D)が存在するものと判明した。

道路状遺構については、 翌 9日には実測を終了し、精査を終了した。 

37Dの精査は 14日か ら開始 した。 37Dからは人骨と古銭 5枚が出土したことから、中世の土坑墓

と考えられる。 15日には、 人骨・古銭の出土状態の写真撮影し、 16日には実測を終了した。 

19Hについては、 22日にセクション A .Bの実測を終了し、 24日には遺物出土状態の写真撮影を

行った。 30日には、造物出土状態の実測を終了し、遺物の取り上げ作業を完了した。 9月 1日、遺

構の写真撮影 ・実測を終了 し、 4日からはカマドの実測を開始 し、 6日には実測・写真撮影を完了

した。埋め戻しは翌 7日に行った。

第 2節 検出された遺構と遺物  

19号住居跡(第44-46図) 

[住居構造]住居北側は調査区域外にあり、 1号道路状遺構、 37号土坑に切られる。 (平面形)正

方形か。(規模)不明 X8.04m o (壁高)遺存の良い部分で 45-49cmを測り 、急斜に立ち上がる。
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(壁溝)確認できる範囲では全周する。上幅22~35cm ・ 下幅 6 ~12cm ・ 深 さ 9 ~16cmを測る o (間仕

切り溝)南壁に接して 2 ケ所で検出された。長さは約 2m、 深さ は 1 4~ 22 cmを測る。(床面〕入口

部に該当すると思われる南壁付設のテラス状の降起部分から貯蔵穴・カマド付近にかけて、よ く踏

み固められており、さらに住居内にあたかも通路を思わせ るよう に硬化 した部分が検出された。

(カマド)西壁中央か らやや南へ偏って位置する。主軸方位は� N-55 E 。長さ� 2.6m・幅1.5mを0 
-

測る。 壁溝の一部を埋め戻した後に構築されており、煙道は壁を長さ� 140cm .上幅� 30cm・深さ� lO cm

程で、細長く掘り込んでい る。 袖部は� 14層の黒褐色土に灰白色粘土を貼り、構築しているもの と思

われる。(炉)カマド前面に平面形が楕円形で� 104 x 46cm、深さ� 10cmの焼けた部分が検出された。カ

マドの燃焼部の前で、もあ り、灰を掻き出した筒所とも考えられるが、一応ここでは炉として理解 し

た。 (柱穴) 主柱穴は 4 本と恩われ るが、確認できたのは 3 本で、深さは61~72cmをìjú る o (貯蔵穴)

カマド左横の南西コーナー に位置する。平面形はほぼ円形を呈 し、規模は� 72x 70cm、深さ� 56cmを測

る。覆土は上層がローム粒子 ・炭化物粒子を含む暗茶褐色土、中層はローム粒子を含む明茶褐色士、

下層はローム粒子を含む黒褐色土を基調とする。北側には高さ� 4cm程の� iLJ字状の凸堤が巡って

いる。(覆土)20層に分層さ れる。� 

[遺物]カマド左横の貯蔵穴付近と住居南東コーナーか ら多く 出土した。

[時期J古墳時代中期。� 

19号住居跡出土遺物(第4 7~50図)

土師器杯形土器(1 ~11 ・ 49 ・ 50) 

1は器高が口径の� 1/2を上回り、底部は平底を呈する。胎土に砂粒を含む。口縁部内外面は軽く

横ナデ、以下内面はへラナ デ、外面はへラ削りが施される。全面赤彩。 床面ヒ約� 18cm浮いた覆土中

からの出土で、遺存度は� 1/2程である。� 

2は底部から体部にかけて球状を呈し、 口縁部は複合口縁状に明瞭な輪積み痕を残す。胎土に砂

粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、 以下内面はナデ、 外面はへラ削りが施される。全由赤彩。床面

上約15c皿浮いた覆土中か らの出土で、遺存度は� 4/5程である。� 

3は口縁部は短く 外反 し、底部は平底を呈する。胎土に砂粒を含む。口縁部内外出� iは横ナデ、 以

下内面はへラナデ、外面はへラ削りが施される。全面赤彩。 床面上からの出土で、遣存度は� 1/3程

である。� 

4は外反する口縁部をもっ。胎土に砂粒・ 茶褐色粒子を含む。器面は摩耗しているため、調整痕

は不明瞭であるが、口縁部内外面は横ナデ、 外面はへラ削り が施さ れる。全面赤彩。床面上からの

出土で、遺存度は� 1/4程である。� 

5は底部がへラ削 りによ り平底気味に作られている。胎士に小石 ・砂粒を含む。器面が摩耗 して

いるため、 調整痕は不明瞭であるが、 口縁部内外面は横ナデ、 以下内面は磨き調整、外面はへ ラ削

り後磨き調整が施される。全面赤彩か。床面上からの出土で、 遺存度は� 4/5以上であ る。� 

6は口縁部が大き く外反し、底部はへラ削 りにより 平底気味に作られている。 胎土に砂粒を含む。

口縁部内外面は横ナデ、 以下内面はへラナデ後磨き調整、外面はへ ラ削りが施される。 全面赤影。

覆土中からの出土で、 遣存度は� 2/3程である。
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1層表土�  
2層 ローム粒子焼J粒子を僅かに含む黒色土(後位のピ� y ト)� 

3層 ローム粒子を含む踏茶花j色土� 
4層 ローム粒子を含む時茶褐色土(ハード)� 
5層 ローム粒子 ー小石を含む暗茶渇色士(超ハー ド)_>1号道路状遺構� 

6層 ローム粒子を含む日吉縄色1 
7層 ローム粒子を含む暗茶掲色土� 
8層 ローム粒子を僅かに含む型、色士� 
9層 ローム約二子 ーローム小ブロンクを含む明茶褐色土� 
10層 ローム粒子を含む暗茶掲色十� 
11層 ローム粒子を僅かに含む黒褐色土� 
12層 ローム粒子を含む暗茶縄色土� 
13層 ロームブロック� 
14層 ローム粒子を多く、炭化物粒子を僅かに含む明茶椙色土� 
15層 ローム粒子を僅かに含む黒褐色土� 
16層 ローム粒子を多く、焼七粒平 炭化物粒子を僅かに大む時黄抱色土� 
17層 ローム粒子 ・ロームフロックを多く 含む暗黄褐色土� 
18層 ロ←ム粒子・焼土粒下 ・炭化物粒子を含む暗茶掲色土� 
19層 ローム粒子を含む明茶褐色土� 
20層 ローム粒子を含む黒褐色」� 
21層 ローム粒子ーローム小フ府ロ ァクを含む日月茶褐色土� 
22層 ローム粒子・ローム小フマロ� yクを多 く含む日吉黄褐色土� 
23膚 ローム粒子，ローム小ブロックを多 く含む黄褐色士� 
24層 ローム粒子・ローム小フ持口 、ンクを多く合む黄褐色士� 
25層 ローム粒子 ・ローム小フロンクを多く含む暗黄褐色土ψ

26層焼土粒子焼士JJ¥ブロックを含む黒褐色土� 
27層粘土粒子 粘土フロ ックを多く、焼土粒子・炭化物粒子を含む灰褐色土� 
28層 ロームブロ� γクー粘土ブロックを多 く、焼土粒子を含む暗黄渇色土

2m 

第44図� 19号住居跡� 0/60) 
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7は口縁部が外反し、底部は丸底を呈する。胎士に砂粒を含む。日縁部内外面は横ナデ、 以下内

面はへラナデ、外面はへラ削り後軽い磨き調整が施される。全面赤彩。床面上約12cIll浮いた覆土中

からの出土で、遺存度は 1/2程である。 

8は口縁部が外反する。胎土に砂粒を含む。 日縁部内外面は横ナデ、 以下内面はナデ、外面はへ

ラ削りが施される。また、外面には縦・斜めに深く扶られた痕が数本観察できる。全面赤彩。床面

上からの出土で、遺存度は 1/4程である。 

9は頚部に明瞭な段をもち、日縁部は直立する。底部はやや窪んでいる。須恵器杯蓋の模倣杯で

あろう。胎土に小石・砂粒を含む。日縁部内外面は横ナデ、以下内面はナデ、外面はへラ削り。全

面赤彩。 床面上約28cIll浮いた覆土中からの出土で、遺存度は 2/3程である。 

10は底部のみ残存する。胎土に砂粒を含む。内面はへラナテ後数本の細長い暗文が施され、外面

はへラ削り後軽いナデ調整が施される。全面赤彩。床面上からの出土である。 

11は頚部が 「く」字状を呈する。鉢である可能性もある。胎土に砂粒を含む。日縁部内外面は横

ナデ、以下内面はへラナデ、外面は横方向のへラ磨き調整が施される。口縁部内面および外面は赤

彩。床面上からの出土で、頭部から体部下半にかけて 1/4程遠存する。

土師器鉢形土器(1 2)

底部から体部にかけては半球状を呈し、口縁部は短く外反する。胎土に砂粒を含む。外面は剥落

しており、調整痕は不明瞭であるが、口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデが施される。

床面上からの出土で、口縁部から胴部下半にかけて 1/3程遣存する O

土師器高杯形土器(1 3~29) 

13は杯部下端に段をもち、口縁部が大きく外反する大型のものである。胎土に小石 ・砂粒を含む。

全体にナデ調整が施されるが、杯部内面底部はへラ磨き調整が施される。全面赤彩。床面上約 9 ~ 

20CIll浮いた覆土中からの出土で、杯部を 1/2程遠存する。 

14は13に相似た器形の土器であるが、やや小ぶりである。胎士に小石・砂粒を含む。坪部は口縁

部が内外面横ナデ、以下内面はへラ磨き、外面はへラナデか。脚台部は内面が棒状工具による成形

が施され、外面は縦方向のへラ磨き調整。脚台部内面を除き全面赤彩。床面上からの出土で、脚台

部の裾部を欠損する。 

15~20は相似た器形の土器である。 15 は杯部下端に段をもち、日縁部が大きく聞くが、 やや内湾

気味のものである。 胎土に小石 ・砂粒・茶褐色粒子を含む。示部は全体に横ナデが施されるが、底

部内面を中心にへラ磨き調整が施される。脚台部は外面が縦方向のへラ磨き調整。脚台部内面を除

き全面赤彩。ほぼ床面上からの出土で、 口縁部から脚台部を 2/3程遺存する。 

16は15の土器より 口縁部が大きく 内湾する。胎士に小石 ・砂粒を含む。全体に横ナデが施される

が、内外面底部はへラ磨き調整が施される。内面にはハケ目痕がみられる。全面赤彩。床面上から

の出土で、主不部を2/3程遺存する。 

17は16の土器よりやや深身である。胎土に砂粒を含む。全体に横ナデが施さ れるが、外面の段直

上は縦方向のへラナデ(先端がささら状)、底部はへラ磨き調整が施される。 全面赤彩。床面上か

らの出土で、杯部を4/5程遺存する。
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¥¥ 1層 ローム粒子・焼士粒子ー粘土粒子を含む� 
H音茶褐色土� 

2層 ローム粒子・焼土粒子焼土小ブロック
炭化物粒子を含む黒色士� 

3層 ローム粒子を多く 、焼士粒子・粘土
粒子を含む明茶渇色土� 

4層 ローム粒子 ローム小ブロック・焼土
粒子 ・焼土小ブロ ソクを含む黒縄色土� 

5層灰白色粘土ブロソクー焼土粒子焼土
小ブロックを多く、ローム粒子 ・炭化
物粒子を含む灰褐色土� 

6層 焼土粒子粘土粒子を含む黒色土� 
7層 ロ ム粒子・ローム小ブロックを多く、

焼土粒子を僅かに含む陪黄褐色土� 
8層 ローム粒子焼土粒子を含む暗茶褐色土� 
9層焼土粒子を多 く、ローム粒子を含む

暗茶褐色土� 
10層 ローム粒子を多く 、焼士粒子を含む

暗黄褐色土� 
11層ローム粒子 ローム小ブロック 焼土

粒子 ・粘土粒子を含むH音赤褐色土� 
12層 ローム粒子・ ローム小プロ ソクを多く、

焼土粒子を含む明茶褐色士� 
13層 ローム粒字 ーローム小プロ ソクを多く

合む日音黄褐色土� 
14属 焼土粒子ー粘土粒子を含む黒褐色土� 
15層 ローム粒子 ・ローム小ブロソケを含む

日音黄褐色土(墜溝覆土)� 

'"!2:!A -

園 灰 帥 土範囲 蕊 裁

一一ー一一ーー一一←ー~一一一� 

1m 

第45図� 19号住居跡カマ ド� 0/30) 

18は16の器形に近似する。 胎士に砂粒を含む。内面は剥落が著 しく調整痕は不明。外面は口縁部

横ナデ、以下ナ デ調整が施されるが、僅かにへラ削り痕が残る。全面赤彩。床面上か らの出土で、

杯部を2/3程遠存する。� 

19は15の器形に近似する。 胎土に砂粒を含む。内面はへラナデ後斜方向のへラ磨き調整、外面は

横ナデ後へラ磨き調整が施さ れる。全面赤彩。覆土中からの出土で、杯部の口縁部から体部下半に

かけてを1/2程遺存する。� 

20は15の器形に近似する。 胎土に小石・砂粒を含む。 口縁部内外面は償ナデ、以ド内由はへ ラ磨

完.き調整が施される。全面赤彩。床面上約� 9cm浮いた覆土中からの出土で、 杯部のみの遺存でほほ� 

形である。� 

21は杯部下端に段をもたず、全体に浅い皿状を呈する。胎土に砂粒を含む。口縁部内外面は横ナ
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デ、以下内面はへラナデ、外面は体部がへラ削り。脚柱部との境界は縦方向のナデ調整が施される。

床面上か らの出土で、口縁部から脚台部にかけてを 1/2程遠存する。 

22は杯部は口縁部が大きく外反し、底部内面は平坦である。脚台部は直線的に聞く 脚柱部と大き

く屈曲して外反する裾部をもっ。胎士に砂粒を含む。色調は明樟色を呈する。杯部は内外面ハケ目

調整後へラ磨き調整、脚台部は内面がへラナデ、外面はへラ磨き調整が施される。 床面上約 4-20 

cm浮いた覆土中か らの出土で、遺存度は 4/5程であ る。 

23は杯部下端に段を もち、体部は碗状に深く 、口縁部は外反する。脚台部は細身で長い。胎土に

小石・ 砂粒を含む。杯部は内面へラナデ、外面は口縁部横ナデ、以下へラ削り後ナデ、頭部にはハ

ケ目痕が残る。脚台部は内面に輪積み痕を残し、外面はハケ目調整後へラ磨き調整が施される。杯

部の底部内面と脚台部内面を除き赤彩。杯部は床面上から、 脚台部は床面上約20cm浮いた覆土中か

らの出土で、口縁部から脚台部にかけて 2/3程遠存する。 

24-29は脚台部のみの遣存である o 24-26・29は長脚のもの、 27・28は有段のものである。 

24は胎土に砂粒を含む。 杯部の底部内面がへラ磨き、脚台部は内面に棒状工具による成形痕が残

り、 外面はへラ磨き調整が施される。脚台部内面を除き赤彩。床面上からの出土である。 

25は胎土に砂粒を含む。脚柱部は内面に輪積み痕を残し、外面は縦方向のへラナデ、裾部は内外

面は横ナデが施される。外面赤彩。床面上からの出土である。 

26は胎土に小石・砂粒を含む。内面はへラナデ、外面は縦方向のへラ磨き調整が施される。外面

赤彩。ほぼ床面上からの出土である。 

27は裾部の途中に段を もち、 裾部は大きく 外反する。胎土に小石 ・砂粒を含む。内外面横ナデが

施される。内外面赤彩。床面上約 5-15cm浮いた覆土中からの出土である。 

28は胎土に小石 ・砂粒を含む。内外面横ナデが施される。内外面赤彩。床面よ約 7c皿浮いた覆土

中からの出土である。 

29は裾部の途中に段をもたず、裾部は大きく外反する。胎土に小石 ・砂粒を含む。内外面横ナ デ

が施される。外面赤彩。床面上約 10cm浮いた覆土中からの出土である。 

49・50は杯(黒色土器)の底部小破片で、同一個体と考えられる。内面へラナデ後放射状に暗文

が施される。外面はへラ削り後磨き調整が施される。覆土中からの出土である。

土師器地形土器 (30)

胴部はソロパン玉状を呈し、口縁部は大きく内湾気味に聞く 。底部は碁笥底である。胎土に砂粒

を多 く含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削りが施される。覆土中か

らの出土で遣存度は 1/3程である。なお、実測図は胴部上半と下半が接合しなかったため、合成し

て作成した。

土師器甑形土器 (31)

筒抜け式のものである C 胴部中位に最大径を もち、 頭部で屈曲 し、 口縁部は外反する。外面口縁

部直下には薄く粘土がかけられている O 胎土に小石 ・砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内

胴部下半は細長い磨きが施される。外面はへ ラ削り後へラ)、先端がややささ ら状(面はへラナデ 

ナデ ・磨き調整が施される。床面上からの出土で、ほぼ完形である。
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土師器蜜形土器 (32-44) 

32は小型聾であろうか。胴部中位に最大径をもち、頚部で「く 」の字状に屈曲し、口縁部は外傾

する。胎土に小石・砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はナデ(細かい筋。指か布によ

るものか。)、 外面はナデ調整が施されるが、僅かにハケ目痕が残る。床面上からの出土で、口縁部

から胴部下半にかけて 4/5程遺存する。 

33は壷である可能性がある。球胴のもので、頭部は「く 」の字状を呈し、口縁部は外反する。口

唇部は面取り が施される。胎土に小石 ・砂粒を含む。内面は口縁部が横ナデ後へラ磨き調整、以下

へラ ナテ、外面は口縁部がハケ目調整、以下ハケ目調整後粗いへ ラ磨き調整が施されるが、胴部下

半にはへラ削り痕が顕著に残る。貯蔵穴の凸堤直上からの出土で、遺存度は 4/5程である。非常に

堅級な作りの土器である。 

34は口唇部に面取りが施されない以外は 33の器形に近似する。非常に堅級な作りの土器である。

胎土に小石・砂粒を含む。 口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラ ナデ後胴部中位を中心にへラ磨

き調整、外面は全体にていねいなナデ後へラ磨き調整が施されるが、胴部下半にはへラ削り痕が残

る。床面上か らの出土で、口縁部から胴部下半にかけて 2/3程遺存する。 

35は34の土器に近似し、非常に堅級な作りの土器である。胎土に小石 ・砂粒を含む。内面は口縁

部が憤ナデ、以下粗いハケ目調整(先端がささら状のへラナデか。)、外面は口縁部が横ナデ後へラ

磨き調整、以下胴部上半から中位にかけてはていねいなナデ後へラ磨き調整、下半はへラ磨き調整

が施されるが、 へラ削り痕が僅かに残る。床面上からの出土で、遺存度は 4/5以上である。 

36は33-35に比べ、やや口縁部が短めである。非常に堅徹な作りの土器である。胎土に小石・砂

粒を含む。 口縁部は内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は胴部上半から中位にかけてていね

いな後へラナデ後ハケ目調整あるいはナデ、下半は粗いへラ磨き調整が施されるが、へラ削り痕が

僅かに残る O 床面上からの出土で、口縁部から胴部下半にかけて 2/3程遠存する。 

37は36に比べ、頚部のすぼまりが弱く 、やや太めの土器である。非常に堅級な作りの土器である。

胎土に小石 ・砂粒を含む。口縁部は内外面横ナデ、以下内面はへラナデされるが、胴部下半はへラ

磨き調整が施される。外面は胴部上半から中位にかけてていねいなナデ、下半は粗いへラ磨き調整

が施されるが、へラ削り痕が僅かに残る。床面上からの出土で、口縁部から胴部下半にかけて 2/3

程遺存する。 

38は頚部のすぼまりが弱く 、「く」の字の口縁が崩れている。胎土に砂粒を含む。口縁部は内外

面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は胴部上半から中位にかけて斜位のハケ目調整後へラナデ・

粗いへラ磨き調整、下半にはへラ削り痕が顕著に残る。床面上約 8cm浮いた覆土中からの出土で、

遺存度は 1/2程である。 

39は胴部の膨らみがやや弱L、。胎土に小石・砂粒を含む。 内面は口縁部が横ナデ、胴部上半は細

かいハケ 目調整、中位から下半にかけてはへラナデ後へラ磨き調整が施される。外面は口縁部から

胴部上半かけて横ナデ、以下細かいハケ目調整後粗いへラ磨き調整が施される O 床面上からの出土

で、 口縁部から胴部下半にかけて 1/2程遠存する。 

40は器形と しては 37に近似する。胎土に砂粒を含む。口縁部は内外面横ナデ、以下内面はへラナ
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デ、外面は胴部上半から中位にかけてへラナデ、下半は粗くへラ磨き調整が施されるが、へラ削り

痕が残る。床面上からの出土で、口縁部から胴部下半にかけて2/3程遣存する。 

41は堅鰍な作りではあるが、器厚が厚い分ややシャ ープさに欠ける。 胎土に小石 ・砂粒を含む。

内面は口縁部が横ナデ、胴部上半はハケ日調整、以下へラナデが施される。外面は口縁部償ナデ、

以下ハケ目調整後ナデ調整が施される。床面上からの出土で、口縁部から胴部中位にかけて 1/2程

遺存する。 

42は頚部の屈曲が強く 、口縁部はやや受口状に大きく外傾する O 胎土に小石(大きなものは直径 

1.5cm) ・砂粒を含む。内面は口縁部がハケ目状工具による横ナデ後へラナデ、以下へラ ナデ後へ

ラ磨き調整が施される。外面は口縁部横ナデ後へラ磨き、以下へラナデ後へラ磨き調整が施される

が胴部下半にはへラ削り痕が僅かに残る。床面上からの出土で、口縁部から胴部下半にかけて2/3

程遺存する。 

43は胎土に小石 ・砂粒を含む。内面はへラナデ、外面はへラ削り後へラ磨き調整が施される。床

面上からの出土で、胴部中位から底部にかけて2/3程遺存する。 

44は他の聾形土器と比べ大型で、作りがやや粗雑なものである。胎土に小石 ・砂粒を含む。口縁

部は内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラナデ(先端ささら状)後粗いへラ磨き調整が

施される。住居南西コーナーの床面上からの出土で、ほぼ完形である。

須恵器蓋形土器 (45・46) 

45は口縁部の小破片である。口縁部はやや外反し、口層部内面には幅 1mmの弱 L、沈線が回る。色

調は灰褐色を呈する。胎土に白色砂粒を含む。覆土中からの出土である。 

46は天井部から口縁部にかけての小破片である。天井部と口縁部の境に段をもち、 全体に作りは

良い。色調は濃灰褐色を呈する。 覆土中の出土である O

須恵、器聾形土器 (47・48) 

47・48は胴部の小破片で、覆土中からの出土である。 

47は色調が内面灰褐色、 外面黒色を呈する。胎土に白色砂粒を含む。外面は平行叩き後櫛状工具

によるナデ調整が施され、内面には同心円文の当て道具痕が残る。 

48の色調は濃灰褐色を呈する。 胎土に白色砂粒を含む。内面はスリケシ調整、外面は平行叩き後

軽くナデ調整が施される。

ミニチュア土器 (51 ~54) 

51は器高4.3cm、推定口径5.6cm。深身の斑状を呈する。胎土に砂粒を含む。内外面磨き調整が施

されるが、外面にはへラ削り痕が残る。全面赤彩。住居南西コーナーの44の土器の直上からの出土

で、遺存度は 1/3程ある。 

52は現器高4.3cm、推定口径5.7cm。輪積み痕を明瞭に残す。胎士に砂粒を含む。外面に粗いハケ

目痕が残る。内面には指紋が観察される。外面に赤彩の可能性あり。 覆土中からの出土で、遺存度

は1/4程ある。 

53は器高1.2cm、口径1.2cm。不明品であるが、一応ミニチ ュア土器として取り扱った。表面には 

5ケ所の刺突痕が残る。外面に組いハケ目痕が残る。内面には指紋が観察される。外面に赤彩の可
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能性あり。床面上からの出土で、完形である。� 

54は胴部の小破片であろう。現器高1. 1cmo 内面には輪積み痕が残る。外面はへラ削り後磨かれ

ている O 床面上からの出土である。


石製品� (55・56)
 

55 は丸 ~ '/J、石である。こ こでは一応造物と して取り扱ったが不明品である。大きさ1.� 6x 1.5cm、


厚さ� 0.7cm、重さ� 2.7 g 。全体にやや赤味を帯びた黒色を呈し、表面はつやつやした光沢をもっ。� 

56は砥石である O 断面は長方形で� 4面ともに使用されている。よく使用されており、 弓状に中央

部分が窪んでいる。表面には使用痕であろうか、何本もの細い溝が観察される。� 

37号土坑� (第引図) 

[構造]� 19号住居跡を切る。人骨と古銭� 5枚


が出土していることから、土坑墓と考えられ


る。(平面形)長方形。(規模) 102 x 59cm 


(深さ) 2 4~46 cmを測る。溝底はほぼ平坦で、


'‘ 
/ 

。の角度で立ち上50東側が。、45断面は西側が� 

がる。(覆土) 6層に分層される。
j‘/ 

[遺物]人骨と古銭 5枚が出土した。人骨は

骨 1 ~骨 6 の 6 点が出土し 、 そのうち骨 1 は
A1ll隅

歯であ り 、 骨 3~骨 6 については大腿骨に相
1膚 ローム粒子を多く含む暗茶掲色土� 

2層 ローム粒子を多く含む暗茶褐色土� 

( 11畜よりやや暗色)� 

3層 ロームブロ ック� 

当するものと考えられる。

[時期]中世。� 
4層 ローム粒子 ローム小プロックを

含む黒褐色土
37号土坑出土古銭(第� 52図、第4表)

1m 
古銭は、すべて北宋銭で、� 1・5が皇宋通


宝(初鋳年� 1039年)、� 2が治平通宝(初鋳 第51図� 37号土坑(1/30)
 

年� 1064年)、� 3が嘉祐通宝(初鋳� 1056年)、
 

4が祥符元宝(初鋳年� 1008年)である。� 

.， 

O 5cm 

第52図� 37号土坑出土古銭� (4/5) 
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計 測値 (単位cm 'g) 
番 号	 種 思リ 初 鋳

外 径 穿径 量 目
年

第52図	 1 皇宋通宝� 2.40 0.65 2.2 北宋�  1039年
 

2 治平通 宝� 2.45 0.75 2.2 北宋�  1064年
 

3 嘉祐通宝� 2.50 0.75 2.8 北宋�  1056年
 

4 祥符冗宝� 2.45 0.60 3.4 北宋�  1008年
 

5 皇宋通宝�  2.45 0.70 2.4 北 宋� 1039年


第4表� 37号土坑出土古銭観察表

なお、� 3-5の3点の古銭については、穿孔に紐状の繊維が通しである ことが確認された。 本来

これら� 5点の古銭は、 紐が通されーまとまりに くく られていたものと考えられる。� 

1号道路状遺構(第53図)

[構造]南北の方向に延びるかたく 踏み固められた硬化面が確認

されたので、 一応道路状遺構として取り扱う。� 19号住居跡を切る。

確認できる範囲での長さは7.1m、幅1.3-1.6mを測る。硬化面の

下には深さ� 12-26cmの溝状の掘り込みが確認され、断面の土層は

上層がローム粒子を含む暗褐色士、下層がローム粒子 ・小石を含

む暗褐色土を基調と し、全体に硬く 締まっているC19HのA土層

セクションでは� 4・5層に相当する)。� 

[遺物]青磁盤の破片が� l点出土した。
 

[時期]中世。
 

1号道路状遺構出土遺物(第54図)


青磁盤の底部破片である。 高台は付高台で、内面底部には錨蓮

華文が描かれている。精錬さ れた胎土から中国製であるものと考

えられ、時期は13世紀代であろ う。� 

4
4
与画面画面面画面 ぷ� n‘

1号道路状

遺構出土遺物(1/3)


ミミぶ蕊対応巡

第54図� 

第53図	 1号道路状遺構� 0/60) 
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第 8章西原大塚遺跡第34地点の調査

第 1節遺跡の 概要

(1)立地と環境 

西原大塚遺跡は、志木市幸町 3丁目を中心に広がる市域最大規模の遺跡である。遺跡は北西に柳

瀬川を望む台地上にあり 、標高は遺跡南端で約 19m、遺跡北端で-約16m、台地下の柳瀬川に開析さ

れた低地で約 8mを測る。台地の縁辺は、崖下の小規模な湧水地による凹凸を除きおおむね直線的

で、比較的急な傾斜をもっ。遺跡の現況は大部分が畑地であるが、 この地区で土地区画整理事業が

実施されており、今後、住宅建設を始めとする各種開発行為の増大が予想される。

本遺跡は、昭和 48年に第 1回目の発掘調査が行われて以来、住宅建設や区画整理事業などに伴い、

試掘調査を含めて50地点を越す調査が実施されており、旧石器時代、縄文時代前 ・中期、弥生時代

後期、古墳時代前・後期、 奈良 ・平安時代、中 ・近世の複合遺跡である ことが知られている。 

( 2 )発掘調査の経過

発掘調査は、平成 7年 8月 4日から開始した。隣接する地点を区画整理事業に伴い調査しており、

その結果から遺構の存在が確実視されたため、調査区全面の表土剥ぎをパックホーで行い、排土を

第55図周辺の地形と調査地点 0/5000) 
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ダンプカーにより搬出する。 、� 

7日からは協力員を導入、調査区東側から遺 ー¥

構確認作業を行い、� 4軒の住居跡と� 3基の土坑 。θlJ3D 

などを確認する。� 

8日からは調査区ほぼ中央に位置する住居跡
⑨3'D 

を縄文時代16号住居跡� (16 J) として掘り始め

る。� 

..， 9日からは調査区東側に確認されたカマドを
@ 

@ 白  

，，- 17Jもっ住居跡� (6H)の調査を開始するが、須恵
@色 ~ u: 

'" 
器杯形土器の破片の出土が僅かにあり、平安時

代の住居跡である ことが判明した。また、縄文


時代中期の所産と思われる土坑� 2基(133・134
 

D)の調査を始め、土層図の作成後、写真撮影
」一一-Am

を行った。
第56図遺構分布図� 0/300)
 

10日には16Jの精査中に住居跡ほぼ中央に土


坑を確認、� 135号土坑(135D)とする。� 16Jの炉はこれにより破壊されたものと推測された。 また、


縄文時代17号住居跡� (17 J)を掘り始める。� 16 Jの土層図の作成 ・写真撮影、� 6Hの写真撮影、� 13
 

3・134Dの平面図 ・断面図の作成、� 135Dの写真撮影を行う。
 

11日には調査区北東側にある� 136号土坑(136D)の調査を始め、写真撮影、 平面図 ・断面図の作


成を行う。また、� 6Hの北側にピット列を検出、� 2号ピット列として精査を行う が、 これは� 6Hを


切っていることが判明した。 この目、16 J.135Dの平面図 ・断面図・ レベリン グ、� 6Hの土層図 ・


平面図 ・断面図 ・レベリング、� 136Dの写真撮影、平面図 ・断面図の作成を行う。
 

14日には調査区南側を拡張、この部分の住居跡を縄文時代18号住居跡(18J)とする。ま た、� 6
 

Hのカマドの図面作成にかかる。� 2号ピット列の平面図作成 ・レベリングを行う
O 

17日には18Jの調査を開始する。� 

18・19日には17Jの土層図 ・平面図・断面図の作成、写真撮影、� 2号ピット列の写真撮影を行う。� 

23日には18Jを切って土坑を検出、137号土坑(137D)として調査する。� 

24日には18Jの造物出土状態の写真撮影 ・図面の作成を行う。� 

25日には18Jの写真撮影 ・土層図の作成を行う。� 

28日には18Jの南西にこれに切られた土坑(138D)を検出、これを調査する。18 Jの平面図 ・

断面図の作成 ・レペリング、� 137・138Dの平面図の作成を行う。� 

29日には137・138Dの写真撮影、� 18 Jのレベリングを行い、実質上の調査を終了 した。なお、 埋

め戻しは� 8月31日 ・9月� 1日に行った。
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第� 2節検出された遺構と遺物

(1)縄文時代の遺構と遺物
 

16号住居跡� (第57図)
 

〔住居構造� J135号土坑に切 られる。土層からは両遺構の前後関係は把握できなかったが、� 16号住 


居跡の床が土坑によ り破壊されていた。(平面形)不整な隅丸方形。(規模) 3.8 x 3.7m o (壁高)
 

30cm前後を測り、 北東壁の傾斜は他に比べてゆるやかである。(床面)住居中央がよく硬化してい

た。(炉跡)� 135号土坑により破壊されたものと思われる。(柱穴)住居に伴うと思われる ピットは

僻際の� l本のみである。(覆土)上 ・下� 2層に分け られ単純な堆積状態を呈する。

〔遺物〕覆土中から僅かに出土 した。

〔時期〕加曽利� E式期。
 

16号住居跡出土遺物� (第59図� 1 ~3) 


1は刻みが加えられた隆帯が貼付され、それに沿って沈線が施される。� 2・3は共に縦位回転の


単節斜縄文が施された土器。� 

17号住居跡� (第58図)

〔住居構造〕撹乱が著しく、壁の検出は一部にと どまった。(平面形)楕円形。(規模)� 4.8x3.7m。� 

/ /' f 133 ""'"、� 

I I 135 0 J J 

ん� 

@ 

， 
/ 

¥ 

~ 

，. A ..Li7


1層 耕作土� 
2層 黒褐色士(ローム粒子を僅かに含む) 
3層 暗褐色土(ローム粒子を含む) 
4層 暗茶褐色土(ローム粒子を多〈含む)� 
5層 階黄褐色土� 

(ローム粒子・小プロ ックを多〈含む)� 

2m 

第57図� 16号住居跡 ・� 135号土坑� 0/60) 
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/ 

③ ⑬
⑨事@ d 

〆

¥ 、� 
@ 

⑨ 
夕 、、e

ノ

基 戸

1層耕作土�  
2層 暗褐色土(後世のピット)� 
3層 暗茶褐色土(ローム粒子を多く含む) 

B丘F・� 4層 黒褐色土(ローム粒子・炭化物粒子を含む)
己層 暗黄褐色土� 

(ローム粒子小ブロックを多く含む)� 
6層 階茶掲色土(ローム粒子を多く含む) 

c'-

、、a

-ρ  

2m 

第58図� 17号住居跡� 0/60) 
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(壁高) 25-40cmを測り 、比較的ゆるやかな傾斜をもっ。 (床面)住居中央に僅かに硬化面を残す。 

(炉跡)検出できなかったが、住居ほほ中央のピット周辺に焼土・炭化物が目立ち、 この部分に炉

があった可能性がある。(柱穴)深度のある ピットもあるが、不規則な配列状態であり、主柱穴を

確定することはできなか った。(覆土)下層はローム粒子 ・小ブロ ック を多 く含み、埋め戻された

感がある。

〔追物J4層中に比較的多くみられ、いわゆる廃棄ノ fター ンの状態を呈するが、土器片のみで量的

には少ない。

〔時期〕勝坂式期。 

17号住居跡出土遺物(第59図 4 ~19) 

4は断面三角形の隆帯を巡 らせ、結節沈線により重弧文な どの文様が描かれる。 5は隆帯下に幅

広の爪形文が巡る。 いずれも胎土中に雲母を含む。阿玉台式系の土器。 

6・7の文様は主に半裁竹管の外側を押し引きした連続爪形文が用い られて施文される。 6は口

縁部破片で小突起が付 され、 口唇端部には刻みが加えられる。口縁部には 2条の連続爪形文を巡ら

せ、その聞の隆帯化 した部分を上下に交互刺突を加え鋸歯状文とする。 それ以下は連続爪形文を縦

位に集合して施す。 7は屈曲部に連続爪形文を巡らせ、縦位の連続爪形文が集合 して施される。 

8-11は刻みが附加さ れた隆帯やキ ャタピラ文により文様が描かれる土器。 9・10は区画内に沈

線が充填される。 

12・13は単節斜縄文を地文とし隆帯が貼付された土器。 12は口頭部破片て -楕円形の区画文が作出

されょうか。 13は胴部上位の破片で懸垂文が施される。 

14~16は単節の縄文が施さ れた土器。 14 は口唇部が外側に肥厚 し直線的に聞く 。 

17は口縁部が僅かに内湾し、口唇部は平坦で内屈する。頚部には沈線が巡る。 

18・19は浅鉢形土器。 18は外面に稜をも ち強く内湾する。 19は口縁部に沈線が巡り、内面 lこは稜

をもち外反する。 

18号住居跡 (第60図)

〔住居構造〕住居南半は調査区外にある。 137号土坑に切られ、 138号土坑を切る。(平面形)楕円

形を呈する ものと思われる。(規模)不明 x6.3mo (壁高) 85cm前後を測り 、 ほほ垂直に立ち上が

る。(壁溝)拡張住居と考えられ二重に巡る。拡張前は上幅 15-30cm・下幅 5-15cm・深さ 9-27 

cm、拡張後は上幅 15-20cm・下幅 5 -10cm ・ 深 さ 15~30cmを測り、ほほ全周す る ものと思われる。

(床面)硬質ローム層まで掘り込ま れているため良好であるが、とくに硬化面は認め られなかった。

北側壁寄りには被熱のため赤化 している部分があり、これは拡張前の壁溝の埋没土にも及んでいた。

(炉跡)住居北側に偏って位置する。径 63x46cm・深さ 20CIDの楕円形の掘り込みをもち、キャ リパー

形土器の口頭部を埋設し た埋聾炉である。周囲に僚が散在しているが、石で囲んであったのであ ろ

うか。炉跡の南側に径 37cm・深さ 20cmの円形の掘り込みがあり、拡張前の炉跡であった可能性があ

る。(柱穴)深度のある ピットが主柱穴と恩われる。拡張前の主柱穴は壁溝内側のものが、拡張後

の主柱穴は壁溝と切り 合う ものがそれに該当しよう。(覆土)大略、上下 2層に分層でき る O 下層
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1層耕作土�  
2層黒褐色土(ローム粒子炭化物

粒子を多く含む)� 
3層晴茶褐色土(ローム粒子小プ

ロックを多く含む)� 
4層暗褐色土(ローム粒子を多〈含む)� 
b層暗黄褐色士(ローム粒子小プ

ロックを多〈含む)� 
6層 黒褐色土(ローム小プロックを含む)� 
7層 黒褐色土(ローム小プロックを

多〈含む)� 
8層暗茶褐色土(ローム粒子を多く

含む.� 138D覆土)

~闘

第60図� 18号住居跡、� 137・138号土坑0/60) 



73 

はロームブロックを多く含み、埋め戻された可能性がある。

〔遺物〕いわゆる廃棄パターンを呈し、覆土上層から多量に出土した。

〔時期〕加曽利 E1式期。 

18号住居跡出土遺物 (第61-65図) 

lは炉跡に埋設されていたキ ャリパー形土器。口唇部には渦巻状の把手が対面して付される。 L

の撚糸文を口縁部には横位に、頭部以下には縦位に施し地文とする。口縁部の文様は隆帯による横 

iSJ字状文とそれを変化させた形の渦巻文に楕円形文などを連結して形成される。頭部にはほぼ

半周にわた って半裁竹管の内側を用いた断面「カマボコ」状の太沈線が波状に巡らされる。 

2はキ ャリパー形の土器で、頭部は無文帯となる。口縁部の文様は LRの単節斜縄文を地文とし、

隆帯によ る渦巻文と楕円形の区画文からなる。 2Bは渦巻文の剥離 した土器面の、 2Cは渦巻文と

なった隆帯の接合面の拓影図であり、 2Cに縄文が鮮明にみてとれる。 これは隆帯の貼付が縄文施

文後、器面がある程度乾燥 した段階で行われた ことを示唆した好例といえよう。 

3は口縁部を欠く 。 Lの撚糸文を地文とし、頚部に平行沈線が巡り、平行沈線と蛇行沈線の懸垂

文が施される。 

4は胴部がほぼ円筒状を呈し、口縁部は僅かに外反する。頭部には 2条の隆帯を巡らせ、胴部は 

LRの斜縄文を地文とし隆帯による懸垂文がみられる。頭部の隆帯と懸垂文の接続部は舌状に突出

し強調される。 

5は浅鉢形土器。体部は僅かに内湾しながら聞き、口縁部は強く内屈する。頭部の屈曲部には貼

付文が巡っていたら しく剥離痕が残っているが、鍔のようなものが貼付されていたのであろうか。

口縁部には極太の回線によ り浮き彫り状の文様が描かれ、 2孔が穿たれている。 

6 ~10は阿玉台式系の土器。 

6は断面三角形の隆帯による長楕円形の区画文が巡り、結節沈線による連弧文が施される。 7は

幅広の爪形文が巡り、結節沈線による重弧文が施される。 8は断面三角形の隆帯とそれに沿う結節

沈線文を境とし、結節沈線による連弧文と幅広の爪形文が巡る o 9は隆帯下に結節沈線による連弧

文を正反に対向して施す。 10は幅広の爪形文が巡る。これらはいずれも胎土中に雲母を含む。 

11~34は勝坂式系の土器。 

11は断面 「カマボコ J状の 2本の隆帯が巡り、下位の隆帯からは二又に分かれる隆帯が垂下する。

隆帯の上下左右には連続爪形文が施される。 12は口縁部に半裁竹管の外側を押し引きした連続爪形

文が巡り、下位には結節沈線を斜位に集合して施し、 2条の沈線を巡 らす。 13は外屈するくびれ部

にヘラ状施文具による刻みが施され、半裁竹管による平行沈線文下は短沈線が縦位に集合する。 14

は縦位の刻み ・短沈線 ・刻みが沈線を境にして施される。 

15~18 ・ 22~26は隆帯により意匠文や区画文が形成される土器。 15~17の隆帯には細かな刻みが

附加されており、 15は区画内に刻みや沈線が充填される。 16は降帯が波状に施されるのであろうか。 

17は把手と思われる破片で隆帯下には 2本の沈線が巡る。 18は口縁部破片で横位の隆帯によ り分帯

される。口縁部文様帯は 2本の沈線により縦位区画され、区画内には交互刺突による鋸歯状文が横

位に施される。 22・23は太い刻みが附加された隆帯により意匠文が描かれる土器で、間隙部分には
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第61図 18号住居跡出土遺物 10/4) 
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第62図 18号住居跡出土遺物 20/3) 
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沈線や刻みが充填される。 24は隆帯によ る区画文が形成される土器。半裁竹管を縦位に号|いた集合

する沈線を地文と したもので、平行沈線聞は 「カマボコJ状に隆起する。また、隆起部は一部交互

刺突により鋸歯状文とな る o 25は隆帯による区画内に、沈線や半裁竹管の連続刺突による連弧に縁

取り された密集した爪形文が充填される。 26は隆帯と波状沈線聞に幅広の施文具の押し引きによる

連続刺突文が施される。 

19は無文帯下に交互刺突による鋸歯状文が 2条巡り、 Rの撚糸文が施される。 

20は拓影図では不明瞭であるが、波状口縁となる土器である。刻みや半裁竹管による刺突が施さ

れる。 

21は丸棒状の施文具により平行沈線を施し、それに交差するよう に隆帯を貼付する O 

27 ~ 29は浮き彫り状に文様が施される土器。 2 7 ・ 29 は平行沈線で区幽文を作出するが、 沈線聞が

「カマボコ」状に盛り上がる。区画に沿っ て、 27が波状沈線によってなぞ られた密集した爪形文が、 

29はぺン先状の施文具の押し引きによ る連続刺突文と半裁竹管の刺突文が施さ れる。 28は刻みが附

加された平行沈線により文様が描かれ、部分的に交互の刺突文が加えられる。 

30・31は器形が 「く」字状に鋭く内屈し、浅鉢形土器の可能性がある。屈曲部には刻みが加えら

れ、 30には隆帯による区画文がみられる。 

32は強く 内湾する 口縁部破片で、口唇端部は平坦で肥厚する。 RLの単節縄文を地文とし、刻み

の附加された隆帯が貼付される。 

33・34はRLの単節斜縄文を地文とし、 33は横位の短沈線が加えられた隆帯が巡る。 34の隆帯上

には矢羽根状の刻みが加えられる。 

35 ~ 58は加曽手IjE 1式段階の土器。 

35・36は同一個体の土器で、文様は降帯の貼付によっ てなされる O 波状文の波底部を隆帯で結び、 

IUJ字 ・逆 IUJ字状の区画と し、 逆 IUJ字状の区画内には渦巻文が、 iUJ字状の区画内には

横位の隆帯が 4段充填される。 

37~41 は地文に撚糸文をもっ土器。 37 ・ 38は連結した横 i SJ 字状文ないしは渦巻文が施される。 

39・40は頚部を無文帯とする土器。 41は角形を呈 した管状の把手がつ けられる。 

42 ~44 は地文に縄文をもっ土器。 42 ・ 44 は同一個体の土器で、 R L の単節斜縄文を地文とし、隆

帯の貼付によ り渦巻文や楕円形の区画が作られる。 

45・46は隆帯により区画が形成され、集合した沈線が充填さ れる。 

47はドーム状の貼付文上に、沈線によ る渦巻文が施される。 

48は隆帯による渦巻文が貼付される。 

4 9 ~5 1 は撚糸文が施された土器。 5 0 は口唇部直下に隆帯が巡る o 51は波状口縁の土器で、 頭部が

くびれ胴部がふくらむ壷形の形状を とり、口唇端部はくぼむ。頚部には沈線が巡り 口縁部は無文帯

とな る。 

52は胴上部が大きく ふくらむ土器か。頭部と思われるくびれ部には交互に刺突が加え られた隆帯

が巡る。 

53~55は胴部破片。 53 ・ 54は単節の斜縄文を地文とし、沈線による懸垂文・弧線文が施される。
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55は沈線によ る懸垂文聞に渦巻文が施される。� 

56-58は底部破片。いずれも撚糸文を地文とし、� 56・57は隆帯による懸垂文が垂下する。� 

59・60は浅鉢形土器。� 60は内面に一部赤彩が認められる。� 

61-65は打製石斧。� 61-64は破損品であるが、いわゆる短冊形を呈したものである。� 61-63は磯

面を残す。� 61は縦長の、� 62・64は横長の剥片を素材とする。� 61-63は硬砂岩、� 64は粘板岩製。重量

は、それぞれ� 67.3g・54.7g ・82.3g・84.3gを測る。� 65は長さ� 7.2cm・幅6.3cm.厚さ 3.5c皿を測る

寸づまりで肉厚の打製石斧。表面に一部醸面を残し� i凝核を用いた可能性もある。凝灰岩製で重量は� 

210 g 。� 

66は長さ� 10cm・幅7.8cm・厚さ� 4cmを測る片刃の磯器。裏面には全面磯面を残す。重量は� 350g 。� 

67は長さ� 13.5cm・最大幅� 5cm・厚さ� 3.2cmを測る定角式石斧。刃部は鋭利に作出されている。重

61 


66 
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第65図� 18号住居跡出土遺物� 50/3) 
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隠忘暴露� 
l層黒縞色土 (ローム粒子を僅かに含む)� 4層暗黄褐色土� 136号土坑� 

多く吉む) ヰ立干を(ロ
号土坑134層 暗茶褐色土(ローム粒子・炭化物粒子を含む)� 2


2m 

133号土坑

第66図土坑(1/60)


量は390g。� 

68は敵石。礁の両端に敵打痕を残す。両面には磨痕が認められ、磨石と しても使用されている� O

重量は430g 。� 

69は石皿の破片。凹石としても利用されている。緑泥片岩製。� 

70は磯面を打面とする縦長の 片。図右側縁には微細な刃こぼれが認め られる。桂岩製で重量は� 

22 g 。

本住居跡から、他に� 6点の打製石斧の破損品がある。� 

133号土坑� (第66図)


〔構造J(平面形)楕円形。(規模)150 x 90cmo (深さ)23cm前後を測り、断面はすり鉢状を呈する。


(覆土) 2層に分け られ、下層はよ く締ま っている。

〔遺物〕土器片が多く出土した。

〔時期〕 勝坂式期。� 

133号土坑出土遺物� (第68図� 1 ~ 8) 


lは口頭部破片と思われる。頚部には蛇行する隆帯が巡り、口縁部には弧状の隆帯が貼付される。
 

2は中空の突起が祭IJ落した もので、隆帯により加飾される� o 3は粘土紐をねじる ように貼付した隆


帯がみられる。 4 ~ 6 は刻みが附加された隆帯が貼付された土器で、 4 は沈線による文様が施され

る。� 7は入り組み状の渦巻文が沈線によって描かれる� o 8は隆帯が巡り、以下、単節� RLの縄文が

施される。

1O~ 
a 

_1層耕作土 自問�  

2層 黒褐色土 持 肉 J 点検、� 
(ロづ拍子を瞳加こ吉む) ミミミ任問町内守マママて~ミぶ 

3層暗茶渇色土 蕊ミ議お蕊蕊滋~
(ローム粒子を吉む) 三二二一� 

第67図� 136号土坑出土造物� 0/4) 
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134号土坑 (第66図)

〔構造J(平面形)ほぼ円形を呈する。(規模) 135 x 120cmo (深さ) 28cm前後を測り 、断面は椀状


をなすが、坑底は一段く ぼむ。(覆土)ローム粒子を含む暗茶褐色土を基調とし、全体によく締ま っ


ている。


〔造物〕土器片が僅かに出土 した。

〔時期〕勝坂式期。 

134号土坑出土遺物(第68図 9・10)
 

9は波状口縁の土器。口縁部は沈線による区画により無文帯となり、波頂部から隆帯を垂下させ

る。 10はRLの単節縄文が施された土器。 

135号土坑 (第66図)

〔構造J16号住居跡を切る。土層の状態か ら判断すると、本土坑の掘り込みは住居跡の床面が露出

していた段階になされたと考えるべきか。(平面形)ほぼ円形を呈する。 (規模) 99x98cffio (深さ)

1330 


U 
10 


1360 


常 Jミ
13805 
四

川
山
  

第68図 133・134・136-138号士坑出土造物 (1/3)
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20CI目前後を測り、坑底はほぼ平坦であるが、 2本のピットが検出された。(覆土) ロー ム粒子を多

く含む暗茶褐色土を基調とする。

〔造物〕土器小破片が僅かに出土。図示できるものはなかった。

〔時期〕加曽利 E式期。 

136号土坑(第66図)

〔構造J(平面形)ほほ円形を呈する。(規模) 112 x 107cmo (深さ) 18clll前後を測り、坑底は平坦

である。(覆土)ローム粒子を多く含む暗茶褐色士の単一土層である。

〔遺物〕口頭部の大型破片が出土した。

〔時期〕加曽利 E1式期。 

136号土坑出土遺物(第67図、第68図11・12)

第67図は口頭部が1/4程遠存するキャリノ fー形土器で、推定復元径23cmを測る。口唇端部は平坦で

鍔状に張り出し、部分的にそのまま伸び橋状の把手となる。口唇部下の一部交互に押捺の加え られ

た隆帯と頭部の隆帯により口縁部文様帯が区画される O 区画内は RLの単節縄文を地文とし、波状

の隆帯と長楕円形の隆帯を連結させて巡らせ 2段に分割し、更に縦位の隆帯の貼付により上段は幅

狭、下段は幅広の区画を作出する。 

11・12は縄文を地文とし隆帯が巡る。 11は隆帯下に刺突文が加えられている ようだ。共に上記の

土器と同一個体と思われる。 

137号土坑(第66図)

〔構造J18号住居跡を切る。(平面形)楕円形を呈するもの と思われる。(規模)不明 X220Clllo (深

さ) 60cm前後を測り、壁は段をもって立ち上がる。 坑底にはピットが穿たれる。(領土)上層はロ

ム粒子を含む黒褐色土、 下層はローム粒子を多 く含む暗茶褐色土。

〔遺物)土器片が僅かに出土した。

〔時期)加曽利 E1式期。 

137号土坑出土遺物 (第68図13二14) 

13はLの撚糸文が施される。 14はRLの単節斜縄文を地文とする。横位に施された沈線上には円

形竹管の刺突がみられる。 

138号土坑 (第66図)

〔構造) 18号住居跡に切られ、 南半は調査区外にある。(平面形 ・規模)不明。(深さ)35cm前後を

測り、断面は椀状を呈しょうか。(覆土)ローム粒子を多く含む暗茶褐色土の単一土層である。

〔遺物〕 土器片が僅かに出土した。

〔時期〕 勝坂式期。 

138号土坑出土遺物(第68図15・16)
 

15は口唇部下に 2条の回線が巡る。16は 2条の沈線が弧状に施される。
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や� 

A.li.8・� 

a 

1層耕作土�  
ゃ
/ 	 2層黒色士(ローム粒子を僅かに含む)� 

3層暗赤褐色土(焼土粒子を多く含む)� 
4層 暗褐色土(ローム粒子焼土粒子・炭化物粒子を含む)� 
5層 暗茶褐色土(ローム粒子を多く含む。小石の混入がめだっ)� 
6層階賞掲色土(ローム粒子ローム小プロックを多く含む)

計

1層 黒褐色土(ローム粒子・焼土粒子を多〈 含む)� 
2層 階赤褐色土(ローム粒子・焼土粒子・焼土プロ ック・粘土

粒子・小石を多く含む)� 
3層灰褐色粘土(ローム小ブロ ァク焼土粒子・小石を含む)� 

ー-. 

4層 階灰褐色粘土(焼土粒子・炭化物粒子を含む) 
5層 黒褐色土(ローム粒子-焼土粒子を僅かに含む)

r 

第69図� 6号住居跡� 0/60)・カマド� 0/30) 
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( 2)平安時代の遺構と遺物
 

6号住居跡(第69図)


〔住居構造〕南東コーナ一部は調査区外にある。(平面形)長万形。(規模) 3.8 x 3.05mo (壁高) 

20-30cmを調印、ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)調査できた範囲ではカ マド右側を除き全周する。

上幅10-18cm・下幅 4-8 cm・深さ 9-20cmを測る。(床面)壁際を除いて硬化面が認められる。

(カマド)北壁東に偏って位置する。 長さ 125cm・幅120cm・壁への掘り込み 95cmを測り、袖部及び

天井部は灰褐色粘土により構築されている。 (覆土)黒色土を基調とするが、床面上に焼土粒子 ・

炭化物粒子を含む層があ り、 焼失家屋の可能性があ る。

〔遺物〕須恵器杯形土器の破片が僅かに出土したのみで、図示できる ものはなかった。


〔時期〕平安時代。


追記

志木市遺跡調査会では、 1996年 7月から 6カ月間にわた り、今回報告し た地点に近接する部分

(第35地点)の発掘調査を実施した。縄文時代中期後半の住居跡については 20軒を数えたが、 その

中の 1軒(118号住居跡)か ら本報告の 18号住居跡出土追物(第61図 2)と接合する土器片を検出

することができた。 

118号住居跡は、 18号住居跡の北西 35mの位置にある。平面形は楕円形を呈し、 規模は 7x 6.5m、

深さ 0.7mを測り 、炉跡の埋設土器から加曽利 E1式期の住居跡であることが判明している O

両住居跡の遺物は、覆土上層に廃棄された と思われる状態で多量に出土しており、本接合資料も

共にこのような中から検出された。接合した部位は、類部無文帯から口縁部にかけてのものであ る O 
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第 9章 中野遺跡第41地点の調査

第 1節遺跡の概要

(1)立地と環境

中野遺跡は、志木市柏町 1丁目を中心とする追跡である。遺跡は北方に柳瀬川を、西方に小支谷

を臨むやや舌状に突出 した台地上に立地する。遺跡の標高はその北端で約 9m、南端で約 11mを測

り、台地縁辺はきわだった崖もなく比較的ゆるやかに北側の低地に移行している。低地との比高差

は約 3mである。遺跡の現状は、宅地化が急速に進行している地域であり、畑地は残り少ないと言

える。

本遺跡の第 l回の発掘調査は、昭和60年に実施され、以後の調査で旧石器時代、縄文時代中期、

弥生時代後期、古墳時代中 ・後期、平安時代、近世の複合遺跡であるこ とが判明してきている。 

( 2 )発掘調査の経過

確認調査は、 平成 7年10月26日に実施した。調査区の長軸方向に合わせ、 2本のトレンチを設定

し、パックホーを使用し表士を剥ぐ。同時に遺構確認作業を行った結果、住居跡と思われる遺構を 

2基確認した。同日には、遺構のプランを確認するため周囲の表士剥ぎを行い、その作業を終了し

第70図周辺の地形と調査地点 0/5000) 
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fこ。また、残土については、調査区域内の遺

構が存在しない箇所にその置場を当てる こと

にした。

人員導入による発掘調査は、翌27日から実

施した。まず、調査区域内の整備と細部の遺

構確認作業を行い、同日には遺構の精査を開

始する。遺構は、古墳時代後期の住居跡� 1軒� 

(50H)と平安時代の住居跡� l軒� (51H)で

あるものと判明した。� 

31日には、� 51Hの遺物出土状態の写真撮影

・実測を終了し、� 11月l日からはカマドの精

査に開始する。� 6日にはカマ ドの実測を終了

し、� 51Hの調査は完了した。� 

50Hについては、� 11日2日に遺物出土状態 0 5m 

の写真撮影 ・実測を行い、実測に併行して遺
第71図 遺構分布図(1/� 300)

物取り上げ、作業を開始する。� 6日にはその作� 

業を終了 し、翌� 7日には遺構の写真撮影・実測を行う。� 8日、カマ ドの実測を開始 し、� 13日には住

居の掘り方の精査を含め、すべての調査を完了した。埋め戻しは� 15日に行っ た。

第� 2節 検出された遺構と遺物� 

50号住居跡 (第72~74図)

[住居構造]南東コ ーナー は調査区域外にあると思われる。(平面形)長方形。(規模) 3.06 x 3.0 

ffio (長軸方位) N -840 
- E (壁高)30~40cmを iJllJ り、ほほ垂直に立ち上がる 。 (壁溝) 確認で き

る範囲では全周する。上幅18~28cm ・ 下幅 7 ~12 cm ・深さ 5 ~ 1 3 cm を測る。各壁から住居内へ直角

に延びる間仕切り溝が� 5本確認された。(凸堤)南壁に付設される馬蹄形状の隆起帯で、上幅� 5cm・

下幅15cm前後、高さ� 3四を測る。入口部分に相当する施設である可能性があ る。(床面)カ マ ドの

前面と南壁凸堤付近が、 よく硬化していた。中央付近には� 3ケ所の焼けて赤化した部分が確認され

た。(カマド)北壁の中央よ りやや東に偏って位置する。主軸方位は� N-100 -w。長さ� 113cm・幅� 

102cm・壁への掘り込み� 19cmを測る。壁溝の一部を埋め戻した後に構築されている。床面への掘 り

込みはほとんどなく、 燃焼部が僅かに窪む程度である。粘土の範囲から両袖部が確認できたが、ロー

ムによる隆起部分はみられなかっ た。煙道は垂直に立ち上が った後、� 40度程の勾配でゆ るやかに立

ち上がる。また、支脚が壁から� 50cm程離れた燃焼部のやや奥側から直立した状態で検出さ れ、その

上部には杯(4の土器)が被せてあった。(柱穴)主柱穴が各コ ーナーよ り4本検出された。深さ5 

6~74cmを測る。(貯蔵穴)カマド右横の北東コ ー ナーに位置す る O 平面形は楕円形、規模は90 x 82 

cm、深さ42c皿を測る。覆土はローム粒子 ・焼土粒子・炭化物粒子を僅かに含む黒色土を基調とする。
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1層� 表土及び撹乱
2屑� ローム粒子を僅かに含む黒色土
3層� ローム粒子・焼土粒子を含む黒褐色土
4層� ローム粒子-焼土粒子を含む黒褐色土� (3層よりやや明色)
5層� 焼土粒子を多く 、ローム粒子 ー炭化物粒子を含む暗赤渇色土
6層� ローム粒子 ・ローム小ブロソ クを多〈含む日音黄掲色土
7層� ローム粒子 ーロームプロ� y クを多く含む日音黄褐色土
8層� ローム粒子 ・ローム小プロ ソクを含む黒渇色土
9層� ロームプロ ック
10層� ローム粒子・ローム小プロ� yクを多く含む暗黄褐色土
111曹� ローム粒子・ローム小ブロ ックを多く含む明茶褐色土� 

2m 

第72図 50号住居跡� 0/60)
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1m 
匿童書灰褐色粘土範囲� 

1層 ローム粒子-焼土粒子 ・焼土小ブロックを多く含む� 8層焼土粒子・焼土小プロック ・炭化物粒子・粘土粒子 ・
黒渇色土 粘土小プロッ クを含む暗茶褐色土� 

2層 粘土粒子 ・粘土小プロックを多く 、焼土粒子・焼土小� 9層 ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子・ 粘土粒子を含む
プロックを含む暗灰褐色土 黒色土� 

3層 焼土粒子・焼土小ブロック・粘土粒子を含む暗灰褐色土� 10層 ローム粒子・ローム小ブロ� γク焼土粒子・粘土粒子を� 
(2層よりやや暗色) 含む黒渇色土� 

4層被熱ロームプロック 層
層

14

11
12

含む黒渇色土� 13層焼士粒子焼土小プロ� γク・粘土を多く、炭化物粒子を� 
6層焼土ブロック 含む暗赤褐色土� 

層

ローム粒子を含む暗茶褐色土� (粘土質層) 
5層 ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子を� ローム粒子を含む黒褐色土

7層焼土粒子焼土小プロックを多く含む暗赤褐色土� ローム粒子ーローム小プロックを多く 、焼土粒子ー焼土
小プロ ックを含む明茶褐色土

第73図� 50号住居跡カマド� 0/30)

(覆土)上層はローム粒子を僅かに含む黒色士、下層はローム粒子を含む明茶褐色土を基調とする。

[遺物]遺物は覆土及び床面上から多く出土した。� 

[時期]古墳時代後期。� 

50号住居跡出土遺物(第75~77図)

土師器杯形土器(1-9) 

1は体部上半でややくびれ、口縁部は僅かに外反する。底部は平底気味に作られている。内面は

へラナデ、外面は口縁部横ナデ、以下へラ削りが施され、底部は平底気味に作られている。外面底

部を除き赤彩。ほぼ床面上からの出土で、遺存度は2/3程である。� 

2は底部から口縁部にかけて内湾し、底部は器厚が分厚く 、平底気味に作られている。内面はへ

ラナデ、外面は口縁部横ナデ、以下へラ削りが施される。外面底部を除き赤彩。床面上13cm浮いた

覆土中からの出土で、遺存度は2/3程である。� 

3は底部から口縁部にかけて内湾し、底部は器厚が分厚く 、平底気味に作られているO 内面はへ

ラナデ、外面は口縁部横ナデ、以下へラ削りが施される。外面底部を除き赤彩。床面上13c皿浮いた

覆土中からの出土で、遺存度は2/3程である。

内面はへラナデ、外面はへラ削りが。。は碗状のもので、底部はやや平底気味に作られている4

施される。外面底部を除き赤彩。カマド内の支脚の上に被せられた状態で出土し、口縁部を欠く� O 



89 

5は須恵器杯身の模倣杯である。底部と口縁部の境に段をもち、口縁部は内傾する。口唇部は丸

い。口縁部は内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は磨かれているが底部にはへラ削り痕が顕

著に残る。内外面赤彩。床面上 16cm浮いた覆土中からの出土で、 ほぽ完形である。 

6は須恵器杯蓋の模倣杯である。底部と口縁部の境に段をもち、口縁部は内湾する。口縁部は内

外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は磨かれているが底部にはへラ削り痕が残る。内外面赤彩。

床面上からの出土で、ほぼ完形である。 

7は須恵器杯蓋の模倣杯の小破片である O 底部と口縁部の墳に段をもち、口縁部は外傾する。口

縁部内面及び外面はていねいな横ナデ、 以下外面はへラ削りが施される。口縁部内面及び外面は赤

彩。床面上 17cm浮いた覆土中からの出土であ る。 

8は黒色土器の底部破片である。内面はへラナデ後放射状の暗文が施される。外面は磨かれてい

るが底部にはへラ削り痕が残る O また、外面には細線によ る線刻あ り。 南西コーナーの住穴内から

の出土である。 

9は黒色土器の底部破片である。底部と口縁部の境に段をもち、口縁部は外傾する。口縁部は内

外面横ナデ、 以下内面はへラナデ後放射状の暗文が施される。外面は磨かれているが底部にはへラ

削り痕が残る。 床面上 20cm浮いた覆土中からの出土で、遣存度は 1/3程である。

土師器壷形土器(1 0)

底部は平底を呈し、 強く 張った肩部をもっ。内面は胴部下半までへラナデ、以下ハケ目調整が施

される。外面にはへラ削り痕が顕著に残る。外面赤彩。なお、 実測図は胴部上半と下半が接合 しな

かったため、合成して作成した。ほぼ床面上か らの出土で、 胴部上半から底部にかけて 1/4程遺存

する。

土師器甑形土器(1 2)

胴部上半に膨らみをもち、底部から口縁部にかけて全体に内湾する。口縁部は内外面横ナデ、以

下全面に粗いハケ目調整が施される。口唇部の一部に布目の圧痕が残る。輪積み痕が顕著に残る全

体に粗雑な作りの土器である。床面上からの出土で、 ほぼ完形である。

土師器聾形土器 (1 1 ・ 13~2 1) 

11は球状の胴部をもち、口縁部は外反する。口縁部は内外面横ナデ、以下内面はへラナデ(先端

胴部下半には縦方向の暗文状の磨きが施される。外面はへラ削り後ナデ調整か。特に、)、ささ ら状

外面の剥落が著しい。外面及び口縁部内面は赤彩の可能性あり。床面上 7cm浮いた覆土中からの出

土で、口縁部から胴部中位にかけて 2/3程遺存する。 

13は胴部中位に膨らみをもち、胴部は長胴化の傾向にある。 頚部は内外面横ナデ、以下内面は胴

部下半にかけて粗いへラナデ(先端ささ ら状)、胴部下半はハケ目調整が施される。外面は全面に

粗いハケ目調整が施される。輪積み痕が顕著に残るなど粗雑な作り は 12の土器に近似する。外面及

び口縁部内面は赤彩の可能性あり。 カマド周辺からの出土で、頚部から底部にかけて 2/3程遺存す

るO 

14は球胴のもので、頭部で 「く」の字状に屈曲 し、 口縁部は大きく外傾する。口縁部は内外面横

ナデ、以下内面はハケ目調整後へラナデ、外面はハケ目調整が施される O 床面上 6-20cm浮いた覆
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第77図� 50号住居跡出土造物� 3 (1/4) 

土中からの出土で、口縁部から胴部中位にかけて1/2程遠存する。� 

15は141こ比べ、 口縁部の外傾はやや弱い。非常に堅徹な作りの土器である。口縁部は内外面横ナ

デ、 以下内面はへラ ナデ、 外面はハケ目調整後組い磨きが施さ れる 。 床面上12~17cm浮いた覆土中

からの出土で、口縁部か ら胴部中位にかけて1/2程遠存するO 

16は胴部上半に最大径を もち、頚部は 「く」の字状に回曲し、口縁部は外反する。口縁部は内外

面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はハケ目調整後へラナデが施される。特に、外面の宗IJ落が著

しい。 床面上13~21cm浮いた覆土中か らの出土で、 口縁部から胴部下半にかけて1/2程遺存する。 

17は口縁部の外反が弱く、長胴のものである。口縁部は内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外

面はへラナ デが施される。床面上22cm浮いた覆土中からの出土で、口縁部から胴部中位にかけて、� 

1/4程遣存する。� 

18は球胴のもので、頭部は 「く 」の字状に屈曲し、口縁部は外反する。 口縁部は内外面横ナデ、

以下内面は頚部に幅� 5mmの削り痕が残り、胴部上半はへラナデが施される。外面は全体にへラ削

りが施されるが、頚部は内面頚部と同様の工具により縦方向に密な削り が施される。床面上llcm浮

いた覆土中か らの出土で、口縁部か ら胴部上半にかけて2/3程遠存する。� 

19は球胴のもので、胴部中位に最大径をもっ。内面はへラナデ(先端ささら状)、外面はへラ 削

りが施される。床面上17cm浮いた覆土中からの出土で、胴部中位から底部にかけて1/3程遺存する。� 

20は胴部がやや長胴化の傾向にあるもので、頭部は 「く」の字状に屈曲 し、口縁部は外反する。

口縁部は内外面横ナデが施されるが、外面には縦方向に間隔の聞いた暗文風の磨きが施される。以

下内外面へラナデが施される O 貯蔵穴内からの出土で、ほぼ完形である O 
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21は20に比べ、胴部が球状で、頭部の 「く」の字は崩れている。口縁部は内外面横ナデ、以下内

面はへラナデが施される。外面はへラナデ後間隔の聞いた組い磨きが施されるが、胴部下半にはへ

ラ削り痕が残る。北東コーナーの柱穴内からの出土で、完形である O

土製品� (22・23)
 

22は支脚である。側面には粘土しわがみられ、全体に象の足状を呈する。上面に は1.� 5cm程の窪

みをもっ。カマド内からの出土である。� 

23は糸巻き型の紡錘車である。長さ� 5.9cm、上幅5.0cm、下幅6.1cm、穿孔径0.7cm。表面には全面

にわたり指頭による成形痕と指紋が観察される。ほぼ床面上からの出土で、完形である。� 

51号住居跡(第78・79図)� 

0 
-[住居構造] (平面形)長方形。(規模) 4.33 x 3.30mo (長軸方位) N -78 W 0 (壁高) 22~30 


cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)カマドのある東壁で一度途切れてい る。上幅20~30cm ・


下幅� 7 ~15cm ・ 深さ 3 ~16cmを測る。(床面)カマド周辺と中央付近がよ く硬化してい た。ま た 、


中央より少し南寄りの床面が一部よく焼けて赤化していた。(カマド)東壁のほぼ中央に位置する。


主軸方位はN-730 -W。長さ� 110cm・幅104cm・壁への掘り込み70cmを測る。 袖部の構築士は純粋 


な灰白色粘土ではなく、黒色土と粘土を混ぜたような粘土質のものを使用している。煙道は約� 500
 

煩� 

A.ll!.}・� 

1層般乱� 
2層 ローム粒子を含む黒渇色土� (後世のピット)� 
3層 ローム粒子-炭化物粒子を含む黒色土� 
4層 ローム粒子・焼土粒子を含む黒褐色土� 
5層 ローム粒子を含む暗茶褐色土� 
6層 ローム粒子を含む黒褐色土

1m 

7層 ローム粒子 ーローム小フ、ロ ック を多く、炭化物粒子を含む� 
8層 ローム粒子を含む黒色土� 
9層 ローム粒子 ・ロームブロックを多〈含む暗黄褐色土� 
10層 ローム粒子 ーローム小ブロックを多〈含む暗黄褐色土� 
11層 ローム粒子 ・ローム小プロックを多く 含む� H音賞褐色土

第78図� 50号住居跡� (1 /60)
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1層 ローム粒子焼土佐子ー粘土粒子を含む黒褐色土� 

2膚 ローム粒子ー焼土粒子 ・粘土粒子 ・炭化物粒子を含む黒色土� 

3層 ローム粒子・焼土佐干 ・粘土粒子を含む黒褐色土� 

4層粘土粒子・粘土小プロ ックを多〈焼土粒子を含む暗灰褐色土� 

5層焼土粒子・焼土小プロァクを多〈粘土粒子を含む暗赤褐色土� 

6膚 ローム粒子ー焼土粒子 ー粘土粒子を含む暗茶褐色士� 

7眉焼土粒子・粘土粒子・炭化物粒子を含む黒色土� 

8層 焼土粒子 ・焼土小プロック 粘土粒子を含む暗茶褐色土� 

9層 ローム粒子・ローム小プ口� y クを多〈含む暗黄褐色土� 

10膚焼土�  

11層灰白色粘土� 

12膚 ローム粒子焼土粒子を含む自民色土� 

13.層粘土粒子・粘土小プロッ クを多〈、 焼土粒子を含む黒褐色土� 

14層 粘土粒干・粘土小プロッ クを多く含む灰白色土� 

15層 粘土粒子 ・粘土小プロックを多仁ローム粒子・ 焼土粒子を

含む灰白色土� 

16層粘土プロック

1m 

第79図� 50号住居跡カマド� 0/30) 

の勾配で立ち上がっている。また、坑底より� 5cm程浮いた位置から、杯(1の土器)が伏せられた

状態で出土し、その上からは� 3の土器が出土した。� lの土器の中及び直下には焼土と灰白色粘土が


検出された。(柱穴)多数の ピットが床面及び貼床下より検出されたが、中でも西壁寄りの深さ� 36
 

cmの比較的大き なピットは主柱穴に関係するものであろうか。(覆土) 8層に分層され、 レンズ状


の堆積状態を示す。

[遺物]覆土中及び床面上から、土器・土製品 ・石製品・鉄製品が出土した。� 

[時期]平安時代。
 

51号住居跡出土遺物(第80図)


須恵器杯形土器� (1・� 2) 


1は器高� 6.0cm、口径� 14.1cm、底径� 7.0cm。ロクロ回転は右回転。 色調は灰褐色を呈し、胎土に小

石 ・白色砂粒を含む。カマド内からの出土で、遺存度は� 4/5程である。� 

2は現器高1.5cm、底径� 5.8cm。ロクロ回転は右回転。色調は灰白色を呈し、胎土に砂粒を含む。

床面上か らの出土で、 底部のみの遣存である。

土師器聾形土器� (3-4) 
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第80図 51号住居跡出土遺物(1/4)


3は胴部上半に最大径をもち、口縁部から頚部にかけて「コ」の字状を呈する。口縁部は内外面� 

へラ削り後横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削りが施される。 カマド内(1の土器の上)

からの出土で、口縁部から胴部中位にかけて� 1/2程遺存する O

4は台付聾の脚台部破片である。上端は輪積み痕で 離している。内外面横方向のへラナデが施� 

される。床面上� 10cm浮いた覆土中からの出土である。

須恵、器聾形土器(5 ) 


胴部下半から底部にかけての破片である。色調は濃灰褐色を呈する。内面はナテ調整が施され、

外面には平行叩き目が残る。

土製品(6 ) 


須恵、器杯形土器の底部を転用した紡錘車である。外径6.4cm、穿孔径O.8cm、重さ� 41.7 g0 底部外

面には回転糸切り痕が残る。胎土に白色針状物質を含む。床面上� 8cm浮いた覆土中からの出土であ


る。


石製品c7・� 8)


7・8ともに砥石である。� 7は断面が長方形で� 3面を使用している。� よく使用されており、中央
 

部が弓状に窪んでいる。� 3本の細溝が観察される。床面上� 5cm浮いた覆土中からの出土である。


8は断面が長方形で� 4面とも使用している。 7よりもよく使用されていたのであろうか、弓状の
 

カーブが強い。床面上� 5cm浮いた覆土中からの出土である。


鉄製品(9 ) 


いわゆる「半月形鉄製品」と呼ばれるものであろう。長さ� 10.2cm、背厚� O.lcm。両端部より 中央

部がやや細身である。両端部にはそれぞ、れ小穴が聞けられている。右端部を一部欠損。床面上� 12cm

浮いた覆土中からの出土である O 
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第10章ま とめ

ここでは特に、以下の 2点について、若干のまとめを行うものとする。

1. 城山遺跡第 29地点の馬の埋葬遺構について 

127号土坑か ら馬骨が人為的に埋葬された状況で検出されている。馬骨は横臥した状態で出土し、

頭部及び上半部を欠損するが、馬 1頭分が検出されている。馬骨の下部からは、イネわ ら状に包ま

れた 「おに ぎり」あるいは 「ちまき」と考えられる炭化物が検出されているが、これは供養のため

に供された食品であ ったと推測される。

その他、当遺構か ら検出された遺物には、板碑片と素焼土器がある O 板碑は、連座の形状や薬研

の彫り方から鑑み 14世紀後半か ら 15世紀にかけての年代観が与え られる。素焼土器に関しては、浅

野氏の年代観によれば、 16世紀頃のものと判定される。このことから、伴出する遺物には年代観の

ずれが認められる。ここから検出された遺物から、遺構の周囲にカク ランが及んでいるいる ことや

追善供養等の遺物の存在も予想される ことから、遺構の構築時の決定的な年代を示すものではない

と言える。 とはいえ、同種の遺構は、長野県長野市松原遺跡皿等で平安時代と考えられるものが確

認されている ものがあるが、 東京都北区御殿前遺跡班や神奈川県相模原市新戸遺跡あるいは群馬県

上栗須寺遺跡等の例のように中~近世のものが一般的である。従って、 当遺構も柏城の三の丸に該

当する地点に存在している状況等から鑑み、やはり中世末頃の遺構と考えられる。

柏城の廃絶年代は、現状では不明であるが、堀跡内からは、 17世紀前半代の遺物が検出され、堀

がこのころか ら埋没してい ったと予想される。こ のことから、当遺構もこのころの年代観を与える

こ と も可能である。現に、三の丸調査時に地下式坑や土坑墓が検出されており 、 16世紀末~17世紀

にかけての柏城の内部にの一部が墓地化 していた様相も見せてお り、 今回検出された馬埋葬遺構も

このよう な状況の中で構築されたものと考えていく ことが最も妥当のよ うに考えられよう。

しかし、未だ周辺の調査が実施されていない状況から、当調査区の周辺が墓地化されていた状況

は把握さ れていない という ことも事実である。今回は当遺構が柏城の廃絶前後の時期に当地区が墓

地化して行く過程での産物と捉えてお くが、地鎮等の祭最巳として馬が埋葬されていたという可能性

が無い分けではなく、 本当に当遺構が柏域の廃絶前後に構築されたものか否かの確定は今後の課題

となろう。 

2.中道遺跡第 37地点の 19号住居跡出土土器の時期について 

19号住居跡からは、多 くの土器が出土しており、実測個体数は 56点を数える。器種としては、土

師器杯 ・鉢・高杯・ 柑 ・甑 ・護形土器、 須恵器蓋 ・聾形土器、 ミニチュア土器に分類される。 ここ

では、 質 ・量ともに良好な土師器により、時期の比定について考えてみた L、。

まず、杯形土器では器高の高い腕状(1 ~ 4)のもの、やや偏平化したもの(5~8) 須恵器蓋

の模倣杯 (9) と大きく分ける ことができるが、さらに口縁部 ・底部形態により細分は可能である O

調整技法については、全体としてへラ削り の盛行が看取される。

高杯形土器は杯部下端に明瞭な段をもち、口縁部が大きく外反する大型のもの(1 3・14)、杯部

下端に段を も ち、口縁部が大きく外反するが、やや内湾ぎみのもの (15~20)、杯部下端に段をも
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たず、全体に浅い皿状を呈するもの (21)、杯部下端に段をも ち、体部は深く 、口縁部は外反する

もの (23)に大きく分けられる。調整技法については、杯部の口縁部で回転ナデ的なナデ調整が目

、。L立ち、へラ磨きは全くないと は言わないがその技法に もはや主流があ るとは言えな 

甑形土器は胴部に膨らみを もっ聾形土器に類似するよう な形態の ものである。調整技法について

は、へラ削り が胴部下半に観察され、全体としてはへラナデ ・へラ磨きが併用される。

護形土器は全体として、口縁部が「 く」の字状で、球胴を呈する堅級な作り の土器である O 調整

技法については、胴部下半はへラ削り後、 粗いへラ磨きが施されるが、胴部上半では、ハケ 目調整

・へラナデ後、粗いへラ磨きが施される。全体の印象としては、ハケ 目なのかへラナデなのか、 磨

きであるのかナデであ るのかと いうように区別するのに困難な土器が多く、これが逆に大きな特徴

と言えるかもしれなし、。ま た、器形において も壷形土器と分類が困難である ことも特徴と言える。

近年、 5世紀の土器編年については、比四井克仁氏や坂口 一氏によ る土器編年の業績があるO

両者の須恵器認定観については、 木t-t和紀氏により およそ 1型式期のずれが存在 していること が指

摘されているが、ここでは比田井編年 (南武蔵地域参照)に対比させて考えたし、。まず、器形では

蜜形土器の 「くの字に屈曲した頭部からゆる く湾曲する 口縁部をもっ」、杯形土器は It、ずれも器

形の深いもの」、高杯形土器は 11段階に比べて、脚柱がハの字に聞き、 高さも低くなる。」な どま

さに E段階の特徴を備えている と言え る。しかし、これに調整技法を加味してみると、整形土器を

除き、 E段階に顕著な ミガキが主体ではないこ とか ら、 E段階よりも後出的であるものと考えざる

を得ないであろ う。管見であるが、 本資料に関する限り、 その土器群の変化については、形態の変

化の前にまず、調整技法の衰退化が看取でき、 さらにその変化の速度は、聾形土器などの大形の器

種より、手持ち可能な杯形土器なと'の小形のものの方が速いもの と考えられる。

以上から、 比田井編年の E段階と E段階の聞に もう 1段階期の設定が可能であることを付け加え、

本資料を現段階では 5世紀中葉の所産のものと考えたい。
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I 城山遺跡第29地点127号土坑出土のウマについて

西本豊弘 (国立歴史民俗博物館) 

127号士坑か らウマの下半身の骨が出土した。左右の寛骨 ・左右の大腿骨・左右の腔骨 ・左足根

骨 ・仙堆・堆骨などである。出土状態から見て、埋葬されたウマ一個体分である。上半身の部分は、

おそらく後世の撹乱により失われたのであろう� O

ウマの骨の保存状態はかなり悪く、完形を保っ たものはなかっ た。しかし、骨端は癒着しており、

成獣である。比較的保存がよかった左側大腿骨の骨頭からの長さ は約� 30cmと小さかった。大腿骨全

長を32cmとすると、体高約� 110cmと推定された。 かなり小さな ウマと言える。雌雄についてはわか

、。Lらな� 

E 城w遺跡第29地点出土灰試料の植物珪酸体

鈴木茂(パレオ ・ラボ)

イネ科植物は、別名珪酸植物と も呼ばれ、根よ り大量の珪酸分を吸収することが知られている。

植物珪酸体は、こ の吸収された珪酸分が葉や茎の細胞内に沈積 ・形成されたもの(機動細胞珪酸

体や単細胞珪酸体など)で、機動細胞珪酸体については藤原(1� 976)や藤原・佐々木� (1978)など、

イネを中心としたイネ科植物の形態分類の研究が進められている。こうしたこ とから、試料中より

植物珪酸体を抽出 ・観察することにより、どの様な植物の珪酸体が含まれているか検討することが

できる。 当城山遺跡の第� 29地点127号土坑より 検出された灰試料についても、植物珪酸体分析から

その母材である植物について、ある程度目安がつくことが期待される。

1.試料と分析方法

分析用試料は、城山遺跡� 127号土坑より検出された灰で、若干の ロー ム粒子が混入している。 こ

の土坑から頭部を除いてほぼ一頭分の馬の骨が検出され、馬を埋葬 した遺構ではな� L、かと考えられ

ており、時代は中世と推測さ れている。 この灰試料の他に、炭化したイネやオオムギ、コムギ、ア

ワ、ヒエなどの炭化種笑(大型植物化石分析参照)が検出されており、クリやネムノキなどの炭化

材 (樹種同定参照)も得られている。

植物珪酸体分析は上記した灰試料について以下のよ うな手順にしたがって行った。

試料約� 0.5gをト ル ビー カー に採り、これに 30%の過酸化水素水を約 20~30cc加え 、 脱有機物

処理を行う� 処理後、水を加え、超音波ホモジナイザ による試料の分散後、沈降法により� 10μmO

以下の粒子を除去する。この残檀よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを作成し、検鏡した。� 

2. 分析結果

検鏡の結果、 イネやキビ族、 ネザサ節型、ウシクサ族、シパ属などの機動細胞珪酸体が観察され

た。計数は行っていないが、 これらの中ではイネの機動細胞珪酸体が多いよ うに思われ、連なった



102 

ものも認められる。他に、 イネ属型の単細胞珪酸休やイネの穎の一部とみられる珪酸体も若干観察

される。また、機動細胞珪酸体の形成される割合が他のイネ科植物に比べ少ないキビ族も比較的多

くみられ、キビ型単細胞珪酸体も認められる。ウシクサ族もやや多く 、連な った状態の珪酸体も観

察される。� 

3. 灰試料の母植物

上記したように、イネ、キビ族、ネザサ節型、ウシクサ族、シパ属などの機動細胞珪酸体が観察

され、灰試料は これらの葉が火種などの燃料として焼かれ、灰化したもの と推測さ れる。このうち

キビ族について、キビであるのかアワやヒエであるのか、またはエノコログサなど の雑草類である

のかについて機動細胞珪酸体の形態からは分類する ことは現時点においてはできないのが現状であ

る。しかしながら、アワやヒ エの炭化種実が検出されており、イネも含め、これらが収穫された残

りの葉や茎が火種などに利用されたと推測でき ょう。同じくオオムギや コムギの炭化種実も検出さ

れているが、これらムギ類の葉には機動細胞珪酸体は形成されず、 よって、 ムギ類の葉が焼かれた

かどうかは不明である。しかしながら、イネやキビ族の ことから推測すると、これらム ギ類の葉も

サ、コキダケなど)ザ、‘マネ焼かれた可能性は高いよう に思われる。また、ネザサ節型のササ類 (サズ

やウシクサ族(ススキ、チガヤなど)、シパ属につては、試料に混入しているロ ム粒子から もた

らされた可能性もあるが、保存状態な どから考えると焼かれたものと推測される。

引用文献

藤原宏志(1976)プラント ・オノf ル分析法の基礎的研究(1)一数種イネ科植物の珪酸体標本と

定量分析法一. 考古学と自然科学，� 9， P .15-29. 

藤原宏志・佐々木彰(1978)プラント ・オノfール分析法の基礎的研究� C2 ) イネ� COryza)属植

物における機動細胞珪酸体の形状� . 考古学と自然科学� 11，� P .9-20. 

E 城山遺跡第� 29地点 ・中野遺跡第� 41地点か ら出土した

炭化材の樹種

植田弥生(パレオ・ラボ)

埼玉県志木市柏町に位置する城山遺跡第� 29地点と中野遺跡第� 41地点か ら出土 した炭化材の樹

種同定結果を報告する。

1.試料と方法

城山遺跡第� 29地点の試料はすべて中世と考えられている127号土坑から出土し たものであり 大

破片� 1個と複数の小破片で、あ った。

中野遺跡第� 41地点の試料はすべて� 5世紀末から� 6世紀の50号住居跡よ り出土 した� 20番土器と21

番土器から検出されたもので複数の小破片であった。
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検出された これらの試料か ら同定可能な大きさの試料を選び、まず実体顕微鏡下で横断面の組織

を観察し選別 した。さらに詳細な組織観察を行うために次の手順で走査電子顕微鏡用の組織試料を

作成した。横断面 (木口)は炭化材を手で割り新鮮な面を出す。接線断面(板目)と放射断面(柾

目)は片刃の剃万を炭化材に軽 くあて弾く ように害Ijり新鮮な面を出す。 この� 3断面の試料を直径� 1 

CIDの真鍛製試料台に両面テープで固定 し、 その周囲に導電性ぺーストを塗る。 試料を充分乾燥させ

た後、金蒸着を施 し、走査電子顕微鏡� (f掬日本電子製� JSMT-100型)で観察・写真撮影を行った。

組織観察を行った試料には便宜的に番号� (No.1-20)をつけ、走査電子顕微鏡観察に用いた試料

片はパレオ ・ラボに保管しである。� 

2.結果

1)城山遺跡第� 29地点

中世と考えられている� 127号土坑から出土した炭化材のうち、走査型電子顕微鏡で観察 した試料� 

(No..1-14)の同定結果を第� 5表に示した。

試料No. 樹種 備考

広葉樹� A 直径0.5CIDの小枝� 

2 ヌルデ 小片� 

3 広葉樹� A 直径0.5CID 

4 ヌノレテー 直径5.0c皿� 

5 エゴノキ属 直径0.8CID 

6 ネムノ キ 直径5.0CID 

7 クリ 直径o.4CID 
8 ススキ属 直径0.4CID・葉鞘の一部あり ・中空ではない� 

9 ヨシ属 直径0.5CID 

1 0 ヨシ属 直径0.5CID 

1 1 ヨシ属 直径0.5CID 

1 2 ヨシ属 直径0.5CID 

1 3 イネ科タケ亜科 直径� 1. 8CID 

1 4 イネ科タケ亜科 小破片

第5表 城山遺跡� 127号土坑から検出された炭化材の樹種同定結果� 

2)中野遺跡第� 41地点� 

5世紀末から� 6世紀の� 50号住居跡よ り出土した土器中より検出された炭化材の うち、走査型電子

顕微鏡で観察 した試料� (No.15-20)の同定結果を第� 6表にまとめた� G

試料� No. 樹種 備考� 

1 5 クリ� 21番土器約0.5CID角破片� 

1 6 クリ� 20番土器約0.5CID角破片� 

1 7 コナラ属クヌギ節� 20番土器約0.5CID角破片� 

1 8 クリ� 20番土器 約0.5CID角破片� 

1 9 イネ科� 20番土器 小破片� 

2 0 イネ科A 20番土器 直径0.3IDID・葉鞘の一部あり

第6表 中野遺跡50号住居跡から検出された炭化材の樹種同定結果
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3.記載

コナラ属コナラ亜属クヌギ節� Quercussubgen. Quercus sect. Prinus ブナ科
 

17) 


年輪の始めに 1~2 層の中型から大型の管孔が配列し除々に径を減じ、 その後円形でご く 小型 ・

厚壁の管孔が単独で放射方向に配列する環孔材である。接線状 ・網状に配列する柔組織が顕著であ

る。当試料は細片であり横断面の観察しかできなかったが、道管の配列と広放射組織がある ことか

らクヌギ節と同定できた。

クヌギ節は落葉性のドングリの仲間でクヌギ� (Q.acutissima)とアベマキ� (Q.variabilis)が

ある。いずれの種も暖帯の山林に普通の高木でクヌギは二次林に多く、関東ではクヌギ、瀬戸内海

沿岸地方にはアベマキが多し、。

クリ� Castaneacrenata Sieb. st Zucc. ブナ科 図版22 2. (No.7) 3. (No.16) 4a-4c. (No. 


15) 


年輪の始めに� 1~3属の中型~大型の管孔が密に配列し除々に径を減 じてゆき、晩材では非常に

小型の管孔が火炎状に配列し、柔組織が接線状に配列する環孔材である。道管の壁孔は小型で交互

状、穿孔は単一、内腔にはチロ スがある。放射組織は単列向性である� O

試料No.7は直径O.4mmの当年枝で、あるが、中心lこ菱形の髄があり小型の管孔が火炎状配列 しその後

極めて小型の管孔も火炎状に配列いている ことからクリである ことがわかる。クリ は� 2年輪めの始

めから大きな管孔が孔圏を形成するようになる。なお、アカガシ亜属の当年枝の管孔配列と似てい

るがアカガシ亜属の髄は五角形であるこ とから区別できる。

暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である。果実は食用になり、材は耐朽性にすぐれ、縄

文時代からは柱材の使用例が有名である� O

ネムノキ� Albizzia j uli brissin Durazz. マメ 科 図 版22 .
5a-5c. (No6) 

年輪の始めに中型の管孔が並び徐々に管孔の径を減じてゆき、 晩材では小型の管孔が散在し年輪

界付近では極めて小型の管孔が放射方向に配列する環孔材であ る。管孔は単独のものが多く、複合

しでも� 2から� 3個であるが年輪界ではやや多くなる。周囲状 ・翼状の柔組織が顕著である。 道管の

壁孔は交互状、穿孔は単一である。放射組織は向性、おもに� 2細胞幅、外形はややいひーつである。

熱帯から暖帯の本州以南に分布 し、 原野や河岸に普通に生育する落葉高木である。材は軟らかく

耐朽保存性も低いが、加工は容易で材面は光沢がある。

ヌルデ� Rhusjavanica L. ウルシ科図版23 6a-6c. (No.4) 


年輪の始めに単独または� 2個が複合した中型の管孔が雑然と配列 し徐々に径を減じてゆき、年輪


界付近では極めて小型の管孔が集合 して配列する環孔材である。道管の壁孔は交互状でその孔口は


水平に長いレンズ状、 穿孔は単一、 小道管には明瞭ならせん肥厚があ るO 放射組織は異性、 1~3

細胞幅、多列部は平伏細胞や方形細胞 ・直立細胞が混在し、道管との壁孔は中型でその孔口は大 き
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、。L 

熱帯から温帯の山野に普通の落葉小木である。材は軽く加工は容易、耐朽性があり水分を吸収し

にく い性質をもっ。

エゴノキ属� 8tyrax エゴノキ科 図版23 7a-7c. (No.5) 

小型の管孔が単独または� 2-数個が放射方向 ・やや斜め方向 ・塊状に複合し分布する散孔材で

ある。年輪界付近で管孔は小さくなる。道管の壁孔は交互状、穿孔は横棒数が� 10 -1 5本の階段

状である。 放射組織は異性、� 1-3細胞幅、 多列部が単列部を介して連なる ものがある。

落葉高木で、亜熱帯~温帯下部の山地や原野の川沿いに普通に生育するエゴノキ� (8.japonica 

8ieb. et Zucc.)、温帯の山中に生育するハタウンボク� (8.obassia 8ieb. et Zucc.)、関東以西の

温帯の深山に生育する コハクウ ンボクがあるが、材組織から� 3種を区別することはできていない。

材はやや硬く割れに くいが加工はしやすし、。

広葉樹� A 図版23 8a-8c. (No.1) 

直径0.5cmの小枝で中心部に丸い髄があり年輪界がないことか ら当年枝であることがわかる。小

型の管孔が単独または� 2個が複合 し散在している。道管の壁孔は交互状、穿孔は単独、らせん肥厚

は認められな� L、。放射組織は異性、� 1-2細胞幅、細胞高は高い。木繊維に層階性が見られた。

以上の形質からは樹種を決めることはできなかった。

イネ科タケ亜科� Gramineaesubfam. Bambusoideae イネ科 図版24 9. (No.13) 

維管束が散在する不整中心柱である。一つ一つの維管束は原生木部の左右または左右と中心部側

に後生木部の大きな管孔が全部で� 2-3個あり、原生木部と後生木部の管孔の聞には厚壁の繊維細

胞が介在し、さらに維管束全体が厚壁の繊維細胞からなる維管束鞘に固まれている。維管束鞘は外

側の維管束のものほど細胞層が多く厚くなり広がりをもっ。散在する維管束数が多いこと、維管束

の原生木部の向きがほほ、放射方向に揃っていること、維管束鞘が全般に厚いことからタケ亜科であ

ることが判る。 いわゆるタ ケ・ササの仲間である。

試料No.13は直径1.� 8cmて-あり、試料� No.14は小破片で、あった。

ササ類は日本自生の ものが多数あり、タケ類は中国から渡来したといわれているがマダケ・ ハチ

クは本州の中新統か ら化石が報告されており自生していた可能性もあるといまれる。遺跡からは中

世になると普遍的に出土するようにな る。

ヨシ属� Phragmites イネ科 図版24 10. (No.9) 

いずれの試料も直径� 0.5cmのやや軟らかい梓で中心部は空洞である。

維管束が散在する不整中心柱であり、一つ一つの維管束は原生木部の左右または左右と中心部側

に後生木部の大きな管孔が全部で� 2-3個あり、維管束全体が厚壁の繊維細胞からなる維管束鞘に

固まれていることからイネ科の稗である ことがわかる。タケ亜科に比べ維管束の向きが放射方向の
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軸から振れるものもあること、 維管束の分布数が少ないこと、原生木部と後生木部の聞の厚壁の細

胞は不明瞭であり、維管束鞘があま り厚くないこと、稗が空洞である ことからヨ シ属と判断した。

川岸や湿地に普通に生育し大型にな る多年性草本で� 3種ある。北海道以南に生育しオギまたはア

シに違名があるヨシ� (P.communis Trin.)、本州以南に生育するツルヨシ� (P.japomca Steud目)

とセイタカヨシ� (P.Karka Trin.)がある。稗の組織から区別はできていない。

ススキ属� Miscanthus イネ科 図版24 12a-12b. (No.8) 

直径O.4cmのやや軟らかい稗で葉鞘にかこまれており、稗の中心部は中空ではない。

維管東が散在する不整中心柱をなし、一つ一つの維管束は原生木部の左右または左右と中心部側

に後生木部の大き な管孔が全部で 2~3 個あり 、 維管束全体が厚壁の繊維細胞からな る維管束鞘に

固まれている ことからイネ科の稗である ことがわかる。中心部に空洞がないこと、維管束の向きが

放射方向の軸から振れるものもあること、原生木部と後生木部の聞の厚壁の細胞は不明瞭であ り、

維管束鞘がタケ亜科ほど厚くないことからススキ属と判断した。

ススキ属は大型になる多年性草本で一般にはカヤ(茅)と呼ばれており、 約� 7種ある。おもな種

は北海道から九州の湿地に生育する オギ� (M.sacchariflorus (Maxim.) Benth.)、関東南部以西

の堤防の草地に生育するト キワ ススキ� (M. floridulus (Labill.)Warb.)、日本全土の平地か ら山

地の陽地に普通で刈って屋根をふく材料とするススキ� (M.sinennsis Anderss.)、東北地方南部か

ら近畿北部の山中の陽地に生育するカリヤス� (M.tinnctorius (Steud目)� Hack)がある。現在の

、。L時点では稗の組織から種を識別する検討はされていな� 

イネ科AGramineae A イネ科図版24 lla-ll b. (No.20) 

梓は直径� 0.3cmで葉鞘にかこまれており、稗の中心部は中空である。横断面の組織はヨシ属と同

じである。本試料は非常に直径が細いので、多種ある草本性のイネ科との区別はできない。� 

地点から出土した大型41中野遺跡第、・地点29遺跡第w城W 

植物化石

新山雅広(パレオ・ラボ)

1.はじめに

城山遺跡第� 29地点、 中野遺跡第� 41地点は埼玉県志木市柏町に所在する� O 城山遺跡からは中世と考

えられている 127号土坑よ り、 ま た、 中野遺跡からは 5 世紀末~6 世紀の 50号住居跡より出土 し た

土器� (20番および� 21番土器)から大型植物化石が検出された。この大型植物化石から当時の栽培植

物について検討した。 なお、同定にあた って、流通科学大学の南木睦彦助教授にご指導して頂いた。� 

2.出土した大型植物化石

1)城山遺跡� 127号土坑から出土した大型植物化石(図版25・26) 
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イネ、オオムギ、コムギ、アワ、ヒ工、タデ属、ササゲ属(アズキ、 リョクトウの類)を出土し

た。 このうち、タデ属を除き全て栽培植物と考えられる。これら出土した大型植物化石の一覧を第� 

7表に示す。

分類群 部位 個数� 

イネ 炭化匹乳 45 

炭化穎果 24 

塊状炭化匪乳 6 

オオム ギ 炭化匹乳 186 

炭化穎果 660 
コムキ、 炭化匪乳 6 

アワ 炭化穎果 60 

ヒエ 炭化穎果 3 

タデ属 炭化果実

ササゲ属(アズキの仲間) 炭化種子 (7) 

ササゲ属 炭化種子 151 (60) 

塊状炭化種子 6 

( )内は半分または破片の数

第� 7表 城山遺跡127号土坑から検出された大型植物化石� 

2 )中野遺跡� 50号住居跡から出土した大型植物化石� 

21番土器:不明� 

20番土器 :タ デ属� l点と雑穀類 (アワ、ヒエなどの栽培植物かその野生種のエノコログサ属、イ

ヌビエ)� 1点� 

3. 考察

城山遺跡127号土坑から検出された大型植物化石はタデ属を除き全て栽培植物と考え られる。た

だし、タデ属も他の栽培植物と ともに栽培されていた可能性はある。 栽培植物のうちイネ、ササゲ

属は塊状に集合 したもの もみられ、イネの塊状に集合した炭1.炭� 2は 「おにぎり」あるいは「ち

まき」のようなものである と思われる。このイネの塊状のものは、 一部がイネわら状のもので覆わ

れた状態になってお り、他の部分は種子様の もの(長さ� 4mm程度、 幅� 2m皿程度)が種皮の部分だけ

を残 して中身が抜けた状態で集合している。従って、種子様のものは大半が同定不能であるが、 一

、。L部イネと同定できる ものが残っ ており 、こ の塊状種子はイネが集合 したものである可能性が強� 

この塊状イ ネは種皮を残した状態になっており、玄米の集合であ ること がわかる。以上のことから、

塊状イネは、調理済みの段階であれば玄米の「おにぎり� J、調理途上の段階であれば「ちまき」の

ようなものであろう。イネわ ら状のものは「おにぎり」あるいは「ち まき」を包む役割をしている

ものと思われる。 一方、ササゲ属の塊状に集合した ものは不明であ るが、� 10-30粒程度が集合した

ものであり 、一部イネも混じ っていた。ササゲ属の中には、吉崎(1� 992)による アズキの仲間と思わ
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れるものがみられた。

中野遺跡50号住居跡から出土した大型植物化石は、 21番土器の ものは不明であり、 20番土器のも

のはタデ属と雑穀類であった。雑穀類は、アワ、ヒエといった栽培植物かその野生のエノコ ログサ

属あるいはイヌビエであるが、同定には至らなかった。 

4.大型植物化石の記載

イネ Oryza sativa Linn 炭化匪乳、炭化穎果

炭化した匪乳と穎果を出土した。側面観は楕円形、上面観は偏平。

オオムギ Hordeum vulgare Linn. 炭化匹乳、炭化穎果

炭化した匹乳と穎果を出土した。側面観は楕円形、上面観は偏平。

コムギ Triticum aestivum Linn. 炭化匪乳

炭化した匪乳のみを出土した。側面観は楕円形、上面観は偏平。

アワ Setaria italica Beauv. 炭化穎果

炭化した穎果を出土した。果軸のついているものもあった。

ヒエ Echinochloa utilis Ohwi et Yabuno 炭化穎果

炭化した穎果を出土した。側面観は楕円形、上面観は両凸レンス形。

タデ属 Polygonum 炭化果実

側面観は卵形、断面はかなり丸みを帯びた三角形、不明瞭な 3本の稜がある。

ササゲ属 Vigna 炭化種子

子葉の内面には、本葉につく長くて明瞭な柄の痕跡がみられる。なお、 一部には子葉の内面の幼

根と初出葉が確認できるものがみられ、幼根の立ち上がりの角度か ら吉崎 (1992)によ るアズキの仲

間と思われる。

引用文献

吉崎昌一 (1992)I古代雑穀の検証 J~考古学ジャーナルJI NO.355 
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1.調査区近景 2.確認調査風景 

3. 19~ j 住居跡遺物出土状態 4. 19号住居跡遺物出土状態 

5. 19号住居跡遺物出土状態 6. 19号住居跡造物出土状態 
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7.発掘調査風景 8. 発掘調査風景
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1. 19号住居跡� 2. 19号住居跡貯蔵穴� 

3. 19号住居跡入口施設� 4. 19号住居跡カマド� 

5. 19号住居跡カマド 6. 19号住居跡カマド(掘り方)
子事長受理? 

7. 37号土坑(土層断面) 8. 37号土坑遺物出土状態
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19号住居跡出土造物
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19号住居跡出土造物
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ミニチュア土器� 

19号住居跡出土造物

河川 三毛

/〆� 
/ 

2. 1号道路状遺構出土遺物� 3. 37号土坑出土古銭� 
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1. 16号住居跡・� 135号土坑� 2. 17号住居跡� 

3. 18号住居跡遺物出土状態� 4. 18号住居跡� 

5. 18号住居跡(炉跡)� 6. 133号土坑� 

7. 136号土坑� 8. 6号住居跡
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1.確認調査風景 

2. 50号住居跡造物出土状態 3. 発掘調査風景 

4. 50号住居跡遺物出土状態 5. 50号住居跡造物出土状態 

6. 50号住居跡紡錘卓出土状態 7. 50号住居跡貯蔵穴遺物出土状態
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1. 50号住同跡カマド� 2. 50号住居跡支脚出土状態� 

3. 51号住居跡遺物出土状態� 4. 51号住居跡紡錘車出土状態� 

5. 51号住居跡カマド� 6. 51号住居跡カマド遺物出土状態� 

7. 51号住居跡カマド(掘り方)� 8. 51号住居跡(掘り方)
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1. 50号住居跡出土造物

高咽.-.�  

2. 51号住居跡出士遺物� 3. 51号住居跡出上造物
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127号土坑出土のウマ� 

2.左足根部(腔骨腫骨距骨中足骨.足根骨) 3 左寛骨� 4.右大腿骨� 

bar: 5 c回� 

左腔骨� 1. 
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城山遺跡灰試料のプラント・オノfール� 

1-4 イネ(1-a，2， 3 :断面、 1-b :側面、 4 機動細胞珪酸体列)� 

5 イネ属型単細胞珪酸体� 

6 :キビ族� (6-a 断面、� 6-b :側面、 6-c 表面、� 6-d:裏面)
 

7・ネザサ節型(7-a:断面、 7--b :側由〕
 

8 シパ属(断面)
 

9 ウシクサ族(断面)
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城山造跡第29地点 ・中野遺跡第� 41地点から出土した炭化材の樹種(1)
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1 	コナ ラ属クヌギ節(横断面) 2. クリ(横断面) 3. クリ(横断面)

試料no.17 bar: O.5mm 試料no7.bar O.5mm 試料no.16 bar: O.5mm 


4a クリ (横断面)
試料no.15 bar: lmm 

4b .同左(接線断面〕� bar: O.lmm 4c 同左(放射断面)� bar : O.lmm 

bar : lmm 



城山遺跡第 29地点 ・中野遺跡第 41地点から出土 した炭化材の樹種 (2) 

7a 

8a 広葉樹(横断面)
n
Ul正式料 no.l bar: lmm 

8b.同左 (接線断面) bar mm
 

8c 同左 (放射断面) bar :O.lmm 
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城山遺跡第29地点 ・中野遺跡第41地点か ら出土したイネ科の稗
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イネ科タケ亜科

試料nO.13 bar 1mm 10. ヨシ属

試料nO.9 bar: 1mm 

lla イネ科� A
試料no.20 bar: 1mm 

llb 同左� bar 0.5mm 

12a.ススキ属
同左� bar :O. 1mm 

試料nO.8 bar 1m
12b 

田� 
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イネ、炭化睦乳� 1. 

城山遺跡から出上した大型植物化石(スケールは� 1mm) 

2.イネ、炭化穎果 3. オオムギ、炭化匹乳� 4. オオムギ、炭化穎果� 

5.コムギ、炭化匪乳� 6.アワ、炭化穎果� 7. ヒエ、炭化穎果� 8. タデ属、炭化果実� 

9.ササゲ属、炭化種子 10.ササゲ属(アズキの仲間)、炭化種子� 11.10の子葉部分の拡大� 
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城山追跡から出土 した大型植物化石 (スケールは、 1、2は 1 crn、 3、4、5は1mm) 

1.イネ、塊 2. 1の裏(イネわら状 3.1の拡大 4. 1の拡大 5 拡大(イ ネわ ら状)



報告書抄録
ふりがな しきしいせきぐん

書 名 志木市遺跡群咽

巻次||名書昌リ

シリーズ 名 志木市の文化財 |巻次|第25集

編集者名 佐々 木保俊尾形則敏

編集機関 埼玉県志木市教育委員会

所 在 地 =r353 埼玉県志木市中宗岡� 1丁目� 1番� 1号 血� 048(473) 1111 

発行年月日� 1 9 9 7 (平成 9)年� 3月31日

ふりがな ふ り がな コ ード 北 緯 東経 調査面積
所収追跡名 所在 地 市町村遺跡番号� (0 ，") (0 ，") 調査期間 (nf) 調査原因

城しろ山やま遺いせ跡き ぜ示か市わ泊両� 350 139。� 19950411 
11228 003 49' 34' ~ 146.41 個人専用住宅

(第29地点)� 3丁目2618-15他� 45" 18" 19950428 

350 1390ちょ町市しわ柏治、木し志しききいせ跡やま遺しろ山城 っ� 

11228 003 49' 34' 19951105 59.62 個人専用住宅
(第32地点)� 3丁目2618-15他� 45" 18" 

350 1390 19950516子や山まい遺せ跡ごた因 町ほ市ん本ちょ木ししき志き う� 

11228 010 49' 35' ~ 154.12 個人専用住宅
(第39地点)� 3丁 目1816-5 38" 10" 19950531 

35。� 1390 19950828ちょほ市ん本木ししき志き跡遺せまいや山因ご子た う町

(第41・42地点)� 2丁 目1744 -2 
11228 010 49' 

38" 
35' 
10" 

~ 
19950904 

111.60 個人専用住宅

V畠退官
(第36地点)� 

ピ示か市わ泊両� 

5丁目� 2994-1他� 
11228 005 

35。� 

49' 
34" 

1390 

34' 
17グ� 

19950602 
~ 

19950621 
179.51 個人専用住宅

中道遺跡

(第37地点)� 

ぜ 示か市わ泊両� 

4丁目� 2617 -8 
11228 005 

350 

49' 
34# 

1390 

34' 
17' 

19950807 
~ 

19950906 
154.44 個人専用住宅

志しきし木さ市、わも幸、ちょ町 350 1390 19950804L うに
西原大塚遺跡� 

3丁 目� 3233他� 

しはらおおっかいせき� 
11228 007 49' 34' ~ 317.00 個人専用住宅

16" 00" 19950829 
35。� 1390 19951027 

11228 002 49' 34' ~ 235. 個人専用住宅63
なか のいせ き� ぎ が 市わ泊可� 
中野遺跡�  

1丁 目1518 -4 48" 34" 19951113 
所収遺跡名 種別 主 な時 代 主 な遺構 主 な遺物 特記事項

城山遺跡

(第29地点)
集落

古墳時代後期

平安時代
中 ・近世

住居跡� 
住居跡� 
土 坑� 
溝跡�  

2軒
1軒
11基
1本

土師器須恵器�  
須恵器小片
馬骨板碑陶・磁器小片
陶・磁器小片

127号士坑は、馬を埋葬した墓跡と考え
られる。馬骨の下部からは炭化した大麦
が広い範囲で検出されていることから火
葬墓である可能性がある。

城山遺跡 土 坑 �  1基 土器小片

(第32地点)
集落 時期不 明 ピット

遺構外
1:本 陶器小片

縄文土器小片

因子山 遺跡

(第39地点)
集落

縄 文時代

平安時代

集 石� 
炉穴�  
溝 跡 �  

2基
2基
3本

縄文土器小片石器
縄文土器小片石器
土師器須恵器

国子山遺跡
集 落 平 安時 代

住居跡 l軒
l基

土師器須恵器 鉄製品
土坑(第41・42地的

中道遺跡

(第36地点)
集落

古墳時代前期

近世

住居跡� 
溝 跡 �  
ピット

1軒
2本 土師器砥石

陶・磁器小片

中道遺跡

(第37地点)

集落

墓跡

古墳時代中期

中世

住居跡� 
道路状遺構� 
土壌墓� 

l軒
1本
l基

土師器 須恵器砥石
陶器
人骨 古 銭

古墳時代中期の� 19号住居跡はカマド
を有する住居跡としては、市内最古で
ある、また、出土遺物も豊富である。

西原大塚遺跡 集落
縄文時代中期
古墳時代後期

住唐跡� 
土坑�  
住居跡� 

3軒
4基
1軒

縄文土器石器
縄文土器
土師器小片

中野遺跡 集落
古墳時代後期
平 安時代

住居跡� 
住居跡� 

l軒
1軒

器日市土 紡錘車
土師器 須恵器 結経車抵石
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